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新
市
行
革
元
年

　

２
月　

日
�
に
開
会
し
た
新
見
市
議
会
３
月
定
例
会
の
冒
頭
、
石

２７

垣
市
長
は
「
今
後
も
『
公
正
、
は
つ
ら
つ
、
改
革
と
実
行
』の
基
本
姿
勢

を
貫
き
、
市
民
と
の
対
話
を
大
切
に
し
、
市
民
福
祉
の
増
進
に
積
極

的
に
努
め
る
と
と
も
に
、生
活
環
境
整
備
を
推
進
し
、安
全
・
安
心
な

新
見
市
の
実
現
に
向
け
誠
心
誠
意
努
め
て
ま
い
る
決
意
で
あ
り
ま

す
。」
と
述
べ
、「
新
見
市
総
合
振
興
計
画
」に
掲
げ
た
基
本
目
標
に
沿

っ
た
施
策
に
つ
い
て
、基
本
的
な
考
え
を
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、新
た
に
策
定
し
た「
新
見
市
行
財
政
改
革
大
綱
」に
基
づ
き
、

平
成　

年
度
を
新
市
行
革
元
年
と
位
置
づ
け
、
徹
底
し
た
経
費
の
節

１８

減
・
合
理
化
や
実
効
性
の
あ
る
施
策
に
取
り
組
み
、
市
民
か
ら
信
頼

さ
れ
、
将
来
に
向
け
安
心
で
展
望
が
開
け
る
「
新
見
市
」
を
確
固
た
る

も
の
に
す
べ
く
、
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
な
ど
、
よ
り
一
層
の

行
財
政
改
革
を
推
進
し
て
い
く
と
い
う
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

うるおいの環境都市づくり�

●
市
道
新
設
改
良
事
業�

●
上
・
下
水
道
整
備
事
業�

●
簡
易
水
道
整
備
事
業�

●
地
域
バ
ス
対
策
事
業�

●
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
建
設
事
業�

●
消
防
・
防
災
対
策
事
業�

●
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業�

都市づくり�

●
子
育
て
支
援
事
業�

●
障
害
児
福
祉
年
金
給
付
事
業�

●
障
害
者
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業�

新
た
な
ま

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
へ

ち 
づ 
く
り 
へ

平成１ ８ 年度
施政方針
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道
路
網
の
充
実

　

道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
点
検

し
、
児
童
・
高
齢
者
の
安
全
確
保
、

お
よ
び
危
険
箇
所
の
解
消
ま
た
交

通
量
な
ど
を
勘
案
し
、
緊
急
度
の

高
い
路
線
か
ら
計
画
的
に
整
備
管

理
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
か
ら
管
理
委
譲
さ
れ

る
県
道　

路
線
に
つ
い
て
は
、
県

16

の
管
理
基
準
を
引
き
継
い
で
整
備

を
行
い
、
安
全
管
理
に
努
め
ま
す
。

上
水
道
・
下
水
道
の
充
実

　

市
民
生
活
の
重
要
基
盤
整
備
と

と
ら
え
、
市
内
全
域
に
安
全
で
安

定
し
た
飲
料
水
の
供
給
を
め
ざ
し

維
持
管
理
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

哲
多
、新
砥
、哲
西
、
神
代
の
簡
易

水
道
の
拡
張
・
改
良
に
努
め
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
と
し
て
供
用

開
始
し
て
い
る
新
見
・
正
田
地
区
・

高
尾
と
西
方
の
一
部
お
よ
び
事
業

完
了
し
て
い
る
大
佐
、
哲
多
、
哲

西
地
区
の
維
持
管
理
を
行
う
と
と

も
に
、
未
加
入
者
へ
の
加
入
促
進

に
努
め
ま
す
。

　

事
業
の
整
備
に
つ
い
て
は
高
尾

地
区
の
工
事
の
完
了
を
急
ぐ
と
と

も
に
、
西
方
、
上
市
地
区
の
整
備

を
進
め
、
金
谷
地
区
の
設
計
お
よ

び
一
部
着
工
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
他
の
下
水
道
事
業
と
し
て
、

大
佐
、
哲
多
、
足
見
地
区
の
事
業

完
了
地
区
の
維
持
管
理
を
行
い
な

が
ら
、
草
間
地
区
の
事
業
整
備
を

推
進
す
る
計
画
で
す
。
あ
わ
せ
て

集
合
処
理
計
画
区
域
外
に
お
い
て

は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
に

取
り
組
み
ま
す
。

情
報
・
通
信
網
の
充
実

　

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
事
業
の
通

信
事
業
者
と
し
て
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

の
傘
下
に
あ
る
日
本
テ
レ
コ
ム
株

式
会
社
を
選
定
い
た
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
こ
れ
か
ら
、
通
信
機
器
の

設
置
工
事
お
よ
び
幹
線
・
引
込
伝

送
路
工
事
を
進
め
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
な
ど
と
の
協
議
を
行
い
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
通
信
サ

ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う
進
め

ま
す
。

ご
み
処
理
対
策
の
充
実

　

市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
を
得
な

が
ら
、
引
き
続
き
ご
み
の
分
別
化
、

再
資
源
化
な
ど
に
取
り
組
み
、
地

域
の
環
境
整
備
に
お
い
て
重
要
課

題
で
あ
る
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設

の
早
期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

消
防
・
防
災
対
策
の
充
実

　

本
年
度
作
成
す
る
「
新
見
市
地

域
防
災
計
画
」
に
基
づ
き
、
想
定

で
き
る
災
害
に
対
し
て
関
係
機
関

と
の
連
携
を
密
に
し
、
平
素
よ
り

災
害
、
有
事
の
際
の
防
災
対
策
な

ど
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
推
進
し
、

自
主
防
災
組
織
の
育
成
や
市
民
の

防
災
意
識
の
高
揚
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
救
急
救
命
業
務
の
充
実

と
し
て
高
規
格
救
急
車
を
１
台
増

や
し
、
防
火
活
動
の
充
実
の
た
め

に
小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
の
購

入
お
よ
び
防
火
水
槽
の
設
置
を
進

め
ま
す
。

平成18年度はこんな事業に取り組みます�

やさしさの健康 

●
障
害
者
支
援
事
業�

●
高
齢
者
支
援
事
業�

●
母
子
保
健
事
業�

●
老
人
保
健
事
業�

●
介
護
手
当
給
付
事
業�

かがやきの文化都市づくり�

●
国
際
交
流
事
業�

●
地
域
づ
く
り
推
進
事
業�

●
新
見
公
立
短
期
大
学
事
業�

●
学
術
交
流
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業�

●
学
校
教
育
振
興
事
業�

●
教
育
施
設
整
備
事
業�

●
文
化
振
興
事
業�

●
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業�

にぎわいの魅力都市づくり�

●
観
光
振
興
事
業�

●
花
と
緑
の
ガ
ー
デ
ン
都
市
づ
く
り
事
業�

●
農
業
振
興
事
業�

●
畜
産
振
興
事
業�

●
農
地
改
良
事
業�

●
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業�

●
林
道
整
備
事
業�

●
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
事
業�

その他�

●
市
政
懇
談
会
の
実
施�

●
ピ
オ
ー
ネ
寄
席
の
開
催�

●
公
開
番
組
の
開
催�

自
然
と
調
和
し
安
全
か
つ

快
適
な
う
る
お
い
の
あ
る

環
境
都
市

う
る
お
い
の

環
境
都
市

環
境
都
市
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保
健
・
医
療
の
充
実

　

住
民
総
合
検
診
、
子
宮
ガ
ン
・

乳
ガ
ン
検
診
の
充
実
と
推
進
を
行

う
と
と
も
に
、
不
妊
症
対
策
支
援
、

乳
児
・
妊
婦
個
別
検
診
な
ど
の
母

子
保
健
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

地
域
の
課
題
で
あ
り
、
市
民
要

望
の
強
い
小
児
科
医
療
の
充
実
に

つ
い
て
は
、
医
師
の
確
保
を
実
現

し
、
小
児
の
夜
間
・
休
日
等
緊
急

時
に
的
確
に
対
応
で
き
る
搬
送
シ

ス
テ
ム
な
ど
を
引
き
続
き
関
係
機

関
と
協
議
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　

高
齢
者
の
引
き
こ
も
り
、
孤
立

防
止
の
た
め
の
生
き
が
い
活
動
支

援
通
所
事
業
、
外
出
支
援
事
業
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
高
齢
者
世

帯
を
対
象
に
緊
急
通
報
体
制
整
備

の
充
実
お
よ
び
独
居
高
齢
者
安
否

確
認
事
業
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　

高
齢
者
等
住
宅
改
造
助
成
事
業

に
つ
い
て
も
実
態
に
沿
い
計
画
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
寝
た
き
り
の
在
宅
高
齢

者
を
介
護
し
て
い
る
家
庭
に
助
成

を
行
い
、
負
担
軽
減
に
努
め
ま
す
。

介
護
保
険
事
業
の
充
実

　

本
年
度
策
定
の
「
介
護
保
険
事

業
計
画
」
に
基
づ
き
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
創
設
し
ま
す
。

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護
予
防
事

業
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た

地
域
高
齢
者
の
実
態

把
握
を
行
い
、
高
齢

者
や
家
族
に
対
し
て

総
合
的
な
相
談
と
支

援
を
行
い
ま
す
。

児
童
福
祉
・
子
育
て

支
援
の
充
実

　

新
見
保
育
所
の
増

設
を
行
い
増
大
す
る

保
育
要
望
に
応
え
て

い
ま
す
が
、
地
域
で

の
保
育
要
望
に
つ
い

て
は
、
認
可
外
保
育

所
運
営
に
引
き
続
き

助
成
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
幼
児
ク
ラ

ブ
の
育
成
を
推
進
し

助
成
を
行
う
と
と
も

に
、
小
学
生
低
学
年

の
放
課
後
保
育
に
つ

い
て
も
地
域
の
要
望

学
校
教
育
の
充
実

　

教
育
施
設
整
備
と
し
て
、
大
佐

中
学
校
屋
内
運
動
場
、
上
市
幼
稚

園
の
預
か
り
保
育
の
た
め
の
施
設

整
備
を
実
施
し
ま
す
。

　

英
語
教
育
充
実
特
区
、
げ
ん
き

広
場
水
泳
教
室
、
外
国
語
指
導
講

師
派
遣
な
ど
の
事
業
を
計
画
し
、

健
や
か
で
、
新
た
な
時
代
に
速
や

か
に
順
応
で
き
る
学
校
教
育
活
動

に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
の
安
全
確
保

に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
の
連
携

を
一
層
強
化
し
、
地
域
の
協
力
を

得
な
が
ら
万
全
を
期
し
ま
す
。

　

学
校
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、
地

域
住
民
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ

り
協
議
を
重
ね
、
年
次
計
画
に
沿

っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

な
ど
を
把
握
し
な
が
ら
実
施
し
ま

す
。

　

出
生
祝
い
金
制
度
も
継
続
し
て

実
施
す
る
な
ど
、
安
心
し
て
子
育

て
が
で
き
る
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

障
害
者（
児
）福
祉
の
充
実

　

障
害
者（
児
）の
方
々
が
地
域
で

自
立
し
て
生
活
す
る
た
め
の
支
援

施
設
「
新
見
市
障
害
者
地
域
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
建
設
し
、
家

庭
と
地
域
が
相
互
に
協
力
し
な
が

ら
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど
を
通

　

新
見
公
立
短
期
大
学
に
お
い
て

は
、
大
学
法
人
化
に
向
け
て
の
検

討
を
進
め
る
と
と
も
に
、
市
民
が

気
軽
に
利
用
で
き
る
専
門
分
野
の

書
籍
を
備
え
た
図
書
館
に
、
市
民

と
学
生
た
ち
と
の
交
流
活
動
が
図

れ
る
交
流
室
を
備
え
た
学
術
交
流

セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
実
施
し
ま
す
。

生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

　

公
民
館
な
ど
を
中
心
に
、
地
域

の
特
性
を
活
か
し
た
学
習
、
ス
ポ

ー
ツ
活
動
を
推
進
し
、
空
き
校
舎

を
利
用
し
た
絵
画
教
室
、
文
化
交

流
館
企
画
事
業
、
美
術
館
特
別
展

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、県
指
定
重
要
文
化
財「
三

尾
寺
本
堂
」、「
荒
戸
神
社
本
殿
」

の
修
復
を
実
施
し
ま
す
。

　

市
民
要
望
の
強
い
屋
内
ゲ
ー
ト

共
に
支
え
合
う

や
さ
し
さ
の
あ
る

健
康
都
市

や
さ
し
さ
の

 
健
康
都
市

健
康
都
市

じ
て
、
安
心
し
て
健
全
な
生
活
が

で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　

障
害
児
福
祉
年
金
に
つ
い
て
も

家
庭
で
生
活
で
き
る
環
境
づ
く
り

と
し
て
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
腎
臓
機
能
障
害
に
よ
り

人
工
透
析
を
受
け
て
い
る
方
々
に
、

通
院
費
の
助
成
を
継
続
し
て
実
施

し
ま
す
。

文
化
の
継
承
・
創
造
と
交

流
で
人
が
育
ち
輝
き
の
あ

る
文
化
都
市

か
が
や
き
の

文
化
都
市

文
化
都
市
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ボ
ー
ル
場
の
整
備
を
行
う
な
ど

「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ

で
も
」
幅
広
い
世
代
が
参
加
で
き

る
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
の
環
境
整
備

に
努
め
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
の
推
進

　

新
た
に
策
定
し
た
「
新
見
市
男

女
共
同
参
画
基
本
計
画
」
に
基
づ

き
、
女
性
団
体
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

づ
く
り
、
男
女
共
同
参
画
講
座
の

開
催
、
各
種
委
員
会
へ
の
女
性
の

登
用
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
、

市
民
全
体
へ
の
意
識
啓
発
を
図
る

と
と
も
に
、
男
女
共

同
参
画
プ
ラ
ザ
の
積

極
的
な
活
用
も
行
い

ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
事
業

の
充
実

　

合
併
後
、
広
域
と

な
っ
た
新
市
に
お
い

て
は
、
市
民
の
一
体

感
の
醸
成
に
努
め
、

地
域
性
を
活
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
が
、
よ

り
地
域
に
密
着
し
た

事
業
を
実
施
で
き
る

よ
う
支
局
調
整
交
付

金
制
度
を
設
け
、
ま

ち
づ
く
り
事
業
の
充

実
を
図
り
ま
す
。

農
業
の
振
興

　

ピ
オ
ー
ネ
や
ト
マ
ト
な
ど
の
特

産
物
の
生
産
拡
大
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
地
域
農
業
の
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
担
い
手
の
不
足
、

農
地
の
荒
廃
化
と
い
う
課
題
を
解

決
す
る
た
め
、
新
規
就
農
者
の
確

保
と
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、
基
盤
整
備
に
つ
い
て
は
、

現
在
県
営
事
業
で
進
め
て
い
る
大

規
模
農
道
整
備
事
業
や
中
山
間
地

域
総
合
整
備
事
業
の
早
期
完
成
を

積
極
的
に
働
き
か
け
、
営
農
拠
点

施
設
の
効
果
的
連
携
を
図
り
ま
す
。

畜
産
の
振
興

　

千
屋
牛
の
多
頭
化
と
協
業
化
に

よ
る
生
産
拡
大
を
図
る
一
方
で
、

Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
千
屋
牛
生

産
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
や
、
草

地
・
林
地
一
体
的
利
用
整
備
事
業

を
活
用
し
た
企
業
的
経
営
を
推
進

し
、
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
千
屋
牛

の
増
頭
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

林
業
の
振
興

　

新
見
市
森
林
整
備
計
画
に
基
づ

き
、
林
業
、
作
業
道
の
整
備
を
図

り
補
助
事
業
な
ど
を
活
用
し
て
生

産
基
盤
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
林
業
関
係
団
体
か
ら
も

強
い
要
望
が
提
出
さ
れ
て
い
る
豊

富
な
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
資
源
を
活

用
す
る
事
業
と
し
て
、
電
気
と
熱

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
す
る
ガ
ス
化

発
電
事
業
お
よ
び
自

動
車
燃
料
用
の
エ
タ

ノ
ー
ル
化
設
備
事
業

の
具
体
化
に
向
け
た

調
査
研
究
に
取
り
組

み
ま
す
。

観
光
の
振
興

　

観
光
イ
ベ
ン
ト
の

実
施
や
、
神
郷
ス
キ

ー
場
駐
車
場
整
備
な

ど
、
地
域
の
特
色
や

豊
か
な
資
源
を
最
大

限
活
用
し
た
観
光
の

振
興
を
図
る
と
と
も

に
、
都
市
部
か
ら
の

観
光
客
を
中
心
と
し

た
交
流
人
口
の
拡
大

を
進
め
る
た
め
、
観

光
客
誘
致
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
花
と
緑
が
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
新
見
駅

前
高
梁
川
沿
い
の
街
路
灯
を
花
で

飾
る
「
花
と
緑
の
ガ
ー
デ
ン
都
市

づ
く
り
事
業
」
を
実
施
し
、
市
街

地
の
美
化
推
進
と
商
店
街
の
活
性

化
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
新
市
全
体
の
観
光
振
興

を
目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
見
直

し
を
行
い
、
よ
り
地
域
の
特
色
を

生
か
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る

た
め
に
「
地
域
審
議
会
選
定
ふ
る

さ
と
観
光
振
興
事
業
」
を
新
た
に

設
け
、
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

国
際
交
流
の
推
進

　

合
併
後
新
た
な
新
見
市
と
し
て

友
好
都
市
協
定
の
調
印
を
行
っ
た

中
国
信
陽
市 

河
区
、
そ
し
て
カ

ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン

ビ
ア
州
シ
ド
ニ
ー
お
よ
び
ア
メ
リ

カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
ニ
ュ
ー
パ

ル
ツ
と
の
交
流
事
業
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
今
後
は
、
お
互
い
の
負

担
を
軽
減
し
、
真
の
交
流
が
図
れ

る
よ
う
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

資
源
活
用
と
協
働
に
よ
る

活
力
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

魅
力
都
市

に
ぎ
わ
い
の

魅
力
都
市

魅
力
都
市
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平成１８年３月定例会

新
見
市
助
役
定
数
条
例

な
ど
を
可
決

　

市
議
会
3
月
定
例
会
が
2
月　
27

日
か
ら
3
月　

日
に
か
け
て
開
催

22

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
提
出
さ
れ
た

議
案
は
、
平
成　

年
度
当
初
予
算

18

　

件
、
平
成　

年
度
補
正
予
算　

14

17

13

件
、
条
例　

件
、
そ
の
他　

件
の

42

45

計
1
1
4
件
お
よ
び
報
告
案
件
2

件
で
、
い
ず
れ
も
可
決
・
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

 
補
正
予
算

■
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ

れ
ぞ
れ　

億
７
、
６
２
８
万
円
を

１３

減
額
し
、
予
算
の
最
終
総
額
は
２

９
５
億
７
４
１
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

▼
追
加
さ
れ
た
主
な
も
の

○
ア
ス
ベ
ス
ト
が
検
出
さ
れ
た
公

共
施
設
の
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
等
の

施
設
整
備
工
事
費

…
…
…
７
、
０
３
４
万
円

○
友
好
都
市
と
の
交
流
促
進
や
国

際
感
覚
豊
か
な
市
民
の
育
成
を
目

指
し
た
事
業
を
継
続
的
に
行
う
た

め
の
国
際
交
流
基
金
積
立
金

…
…
…
２
、
０
０
０
万
円

○
防
犯
組
合
や
保
護
者
な
ど
の
防

犯
協
力
者
に
対
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル

用
品
の
配
布
や
小
中
学
生
の
登
下

校
の
安
全
確
保
の
た
め
の
用
品
購

入
費

…
…
…
１
６
２
万
円

■
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
９
億
１
、
１
８
４
万
円
を

減
額
し
、
予
算
の
最
終
総
額
は
１

８
３
億
９
、
４
０
０
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

 
条
例
関
係

■
新
見
市
役
所
支
局
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

豊
永
赤
馬
川
筋
地
区
、
上
市
舞

尾
地
区
の
管
轄
支
局
を
変
更
す
る

こ
と
に
伴
い
、
条
例
で
規
定
す
る

関
係
支
局
の
所
管
区
域
を
変
更
す

る
た
め
、
条
例
の
一
部
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

■
新
見
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交

付
に
関
す
る
条
例

　

地
方
自
治
法
第
百
条
第
十
三
項

お
よ
び
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
、

市
議
会
議
員
の
調
査
研
究
に
資
す

る
た
め
の
必
要
経
費
の
一
部
と
し

て
政
務
調
査
費
を
交
付
す
る
た
め
、

条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
新
見
市
助
役
定
数
条
例

　

市
業
務
の
執
行
体
制
の
強
化
、

整
備
を
図
る
た
め
、
地
方
自
治
法

第
百
六
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
助
役
を
二
人
体
制
と
す
る
た

め
、
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

■
新
見
市
国
民
保
護
協
議
会
条
例

　

「
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る

国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関

す
る
法
律
」
第
三
十
九
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
く
国
民
保
護
協
議

会
の
設
置
に
つ
い
て
、
同
法
第
四

十
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
協
議

会
の
組
織
お
よ
び
運
営
な
ど
の
必

要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
、
条
例

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

 
そ
の
他

■
新
見
市
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
整

備
事
業
伝
送
路
整
備
工
事
請
負
契

約
の
締
結

　

ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ
ル
整
備
事
業

の
伝
送
路
の
整
備
に
伴
う
工
事
で
、

第
一
工
区
お
よ
び
第
二
工
区
工
事

に
つ
い
て
、
業
者
と
の
仮
契
約
締

結
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
助
役
の
選
任
同
意

　

地
方
自
治
法
第
百
六
十
八
条
の

規
定
に
基
づ
き
、
収
入
役
を
置
か

ず
に
そ
の
事
務
を
兼
ね
る
助
役
を

置
く
こ
と
に
伴
い
、
同
法
第
百
六

十
二
条
に
よ
り
新
見
市
助
役
に
森

晃
朗
氏
が
選
任
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

助
役
に 
森   
晃 
朗
   

氏 
就
任

も
り 

こ
う 

ろ
う

　

収
入
役
の
事
務
を
兼
ね
る
助

役
と
し
て
、前
新
見
市
収
入
役
・

森
晃
朗
氏
が
４
月
１
日
付
け
で

就
任
し
ま
し
た
。

　

森
助
役
は
、
立
命
館
大
学
経

営
学
部
を
卒
業
後
、
昭
和　

年
５４

に
岡
山
県
職
員
と
な
り
、
保
健

福
祉
部
保
健
福
祉
課
企
画
調
査

主
幹
、
ま
た
、
平
成　

年
４
月

１６

か
ら
は
旧
新
見
市
収
入
役
を
歴

任
し
、
平
成　

年
４
月
か
ら
県

１７

総
務
部
総
務
学
事
課
参
事
、
同

年
７
月　

日
か
ら
合
併
後
の
新

１３

見
市
初
代
収
入
役
を
務
め
て
い

ま
し
た
。
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市
議
会
視
察
報
告

総
務
常
任
委
員
会

■
視
察
委
員

　

◎
串
馬　

○
池
田

　

津
島
、
稲
富
、
四
木
、
榎

■
日
程

　
　

月　

日
〜　

月
２
日

１０

３１

１１

■
視
察
場
所
と
内
容

　

山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市

　

・
地
域
審
議
会
と
ま
ち
づ
く
り
、

行
政
評
価
制
度
、
指
定
管
理

者
制
度

　

長
野
県
千
曲
市

　

・
地
域
審
議
会
と
ま
ち
づ
く
り
、

指
定
管
理
者
制
度
、
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
社
会
実
験

　

新
潟
県
小
千
谷
市

　
 
・
地
域
防
災
（
震
災
）、
地
域

イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

　

南
ア
ル
プ
ス
市
は
、
平
成　

年
１５

４
月
に
合
併
し
、
ま
ち
づ
く
り
条

例
を
最
高
規
範
と
し
て
市
民
と
の

協
働
を
め
ざ
し
、
各
地
域
審
議
会

委
員
に
議
員
が
在
籍
。
主
に
地
域

審
議
会
の
あ
り
方
、
活
動
状
況
な

ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

千
曲
市
は
、
平
成　

年
９
月
に

１５

合
併
し
、
公
の
各
施
設
へ
の
指
定

管
理
者
制
度
適
用
の
適
否
に
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
を
導
入
。

主
に
制
度
の
運
用
、
選
定
委
員
会

の
あ
り
方
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

小
千
谷
市
は
、
中
越
大
地
震
で

未
曾
有
の
被
災
。
市
民
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ

た「
復
興
計
画
」策
定
。ま
た
、地
域

情
報
ネ
ッ
ト
の
果
た
す
役
割
、
地

域
住
民
に
よ
る
自
主
防
災
組
織
の

取
り
組
み
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

文
教
常
任
委
員
会

■
視
察
委
員

　

◎
山
本　

○
土
屋
晋

　

藤
澤
、
塚
本
、
山
口
、
羽
場

■
日
程

　
　

月　

日
〜　

月
２
日

１０

３１

１１

■
視
察
場
所
と
内
容

　

神
奈
川
県
藤
野
町

  
・
学
校
跡
地
の
活
用

　

東
京
都
台
東
区

  
・
学
校
跡
地
の
活
用

　

長
野
県
三
水
村
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

大
地
）

　

・
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育

　

藤
野
町
は
、
教
育
環
境
の
充
実

を
目
的
に
統
廃
合
を
段
階
的
に
実

施
。
多
数
の
学
校
跡
地
を
地
域
住

民
の
意
向
を
尊
重
し
て
跡
地
利
用

を
進
め
て
お
り
、
廃
校
利
用
状
況

の
経
過
お
よ
び
現
在
の
運
営
状
況

な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

台
東
区
は
、
少
子
化
に
よ
り
児

童
数
が
減
少
。
小
中
学
校
の
統
廃

合
が
進
む
中
、
区
で
は
「
学
校
跡

地
利
用
構
想
」
を
策
定
。
跡
地
活

用
を
行
う
上
で
の
行
政
手
法
や
プ

ロ
セ
ス
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

三
水
村
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
地
」

は
、
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育
と
里
山

自
然
教
育
と
を
融
合
し
た
教
育
活

動
を
実
践
。
シ
ュ
タ
イ
ナ
ー
教
育

が
与
え
る
教
育
効
果
と
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

で
の
運
営
経
過
や
運
営
上
の
問
題

点
な
ど
を
調
査
し
ま
し
た
。

市
民
生
活
常
任
委
員
会

■
視
察
委
員

　

◎
前
田　

○
仲
田

　

小
郷
、
才
田
、
杉

■
日
程

　

平
成　

年
２
月
７
日
〜
９
日

１８

■
視
察
場
所
と
内
容

　

静
岡
県
焼
津
市

　

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
施
設
お

よ
び
運
営

　

静
岡
県
伊
東
市

　

・
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
運
営　

　

（
指
定
管
理
者
制
度
）

　

焼
津
市
は
、
老
朽
化
し
た
施
設

を
平
成　

年
に
移
転
、
新
築
し
、

１５

運
営
を
社
会
福
祉
法
人
へ
委
託
。

設
計
の
基
準
、
運
営
状
況
、
施
設

な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

伊
東
市
は
、
平
成　

年
度
か
ら

１７

指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
施

設
の
管
理
・
運
営
を
社
会
福
祉
法

人
が
実
施
。
制
度
導
入
前
後
の
運

営
状
況
・
経
費
お
よ
び
入
所
者
の

処
遇
の
変
化
な
ど
に
つ
い
て
調
査

し
ま
し
た
。

経
済
建
設
常
任
委
員
会

■
視
察
委
員

　

◎
面
田　

○
井
山

　

林
、
塩
飽
、
坂
口
、
土
屋
一

■
日
程

　
　

月　

日
〜　

日

１１

１５

１６

　

平
成　

年
２
月
９
日

１８

■
視
察
場
所
と
内
容

　

滋
賀
県
東
近
江
市

　
 
・
地
産
地
消
へ
の
取
り
組
み

　

・
人
と
環
境
に
や
さ
し
い
農
業

　

滋
賀
県
彦
根
市

  
・
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
に
よ
る
資

源
循
環
シ
ス
テ
ム

　

熊
本
県
小
国
町

　

・
農
林
業
振
興

　

・
悠
木
の
里
づ
く
り
の
展
開

　

東
近
江
市
は
、
地
産
地
消
な
ど

農
業
施
策
に
つ
い
て
調
査
。
民
間

事
業
者
に
よ
る
貸
農
家
事
業
を
実

施
。
取
り
組
み
と
行
政
と
の
関
わ

り
を
調
査
し
ま
し
た
。

　

彦
根
市
は
、
県
営
の
森
林
発
電

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場
を
訪
問
。

節
約
型
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直

し
の
必
要
性
か
ら
考
え
ら
れ
た
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
の
循
環
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　

小
国
町
は
、
国
内
で
最
も
古
い

林
業
地
帯
の
ひ
と
つ
。
農
林
業
の

振
興
を
官
民
一
体
と
な
っ
て
「
悠

木
の
里
づ
く
り
」
を
展
開
中
。
民

間
活
力
の
利
活
用
と
行
政
の
関
わ

り
を
調
査
し
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

■
視
察
委
員

　

◎
坂
口　

○
津
島

　
　

山
口
、
串
馬
、
才
田
、
前
田
、

面
田
、
山
本
、
土
屋
一
、
榎

■
日
程

　

平
成　

年
２
月　

日
〜　

日

１８

２１

２２

■
視
察
場
所
と
内
容

　

愛
媛
県
四
国
中
央
市
、
八
幡
浜

市

　

・
議
会
運
営
全
般

　

平
成　

年
４
月
１
日
お
よ
び
平

１６

成　

年
３
月　

日
に
、
そ
れ
ぞ
れ

１７

２８

合
併
し
た
両
市
を
訪
問
し
、
合
併

後
の
議
会
運
営
全
般
に
つ
い
て
、

今
後
の
議
会
運
営
に
資
す
る
た
め

調
査
研
究
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

議
会
事
務
局

　

（
�
�
６
１
５
１
）

平成17年度
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市税�
31億4,972万円（11.2％）�

分担金および負担金 1億8,871万円（0.7％）�
使用料および手数料 2億5,612万円（0.9％）�

繰越金 3億2,200万円（1.2％）�
諸収入 3億1,029万円（1.1％）�

地方譲与税 5億7,700万円（2.1％）�

株式等譲渡所得割交付金 900万円（0.0％）�

地方消費税交付金 3億4,880万円（1.2％）�
ゴルフ場利用税交付金 123万円（0.0％）�

自動車取得税交付金 1億5,520万円（0.6％）�
地方特例交付金 5,150万円（0.2％）�

配当割交付金 830万円（0.0％）�
利子割交付金 1,280万円（0.0％）�

財産収入 2,431万円（0.1％）�
寄附金 45万円（0.0％）�

繰入金 10億7,354万円（3.8％）�

地方交付税 125億円（44.4％）�

市債�
55億710万円（19.6％）�

議会費 2億366万円（0.7％）�

総務費�
58億9,120万円（20.9％）�

民生費�
40億6,856万円（14.5％）�

衛生費�
22億1,946万円（7.9％）�

交通安全対策特別交付金�
843万円（0.0％）�

国庫支出金�
19億6,956万円（7.0％）�

県支出金�
16億6,624万円（5.9％）�

依存財源�
228億1,516万円（81.1％）�

自主財源�
53億2,514万円（18.9％）�

労働費 4,740万円（0.2％）�

農林水産業費�
18億8,294万円（6.7％）�

商工費 2億1,843万円（0.8％）�

土木費�
32億2,384万円�
（11.5％）�

教育費�
33億5,594万円（11.9％）�

災害復旧費�
2,270万円（0.1％）�

公債費�
57億2,170万円（20.3％）�

消防費�
8億8,422万円（3.1％）�

諸支出金 3億7,025万円（1.3％）�

予備費 3,000万円（0.1％）�

平成１8年度

　

平
成　

年
度
の
当
初
予
算
は
、
豊
か
さ
が

１８

実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
施
す
る
た
め
、

必
要
性
、
緊
急
度
の
高
い
施
策
を
厳
選
し
、

適
正
な
規
模
、
建
設
コ
ス
ト
の
見
直
し
を
行

っ
て
い
ま
す
。
各
種
施
策
に
つ
い
て
は
、
保

育
所
の
態
勢
整
備
を
は
じ
め
、
出
産
祝
金
の

拡
大
、
各
種
福
祉
施
策
、
ラ
ス
ト
ワ
ン
マ
イ

ル
事
業
な
ど
の
将
来
へ
向
け
た
情
報
基
盤
整

備
、
教
育
の
充
実
や
、
道
路
、
上
下
水
道
な

ど
の
都
市
基
盤
整
備
な
ど
、
要
望
の
高
い
施

策
を
重
点
的
に
実
施
し
、
市
民
と
行
政
と
の

協
働
を
念
頭
に
、
合
併
に
よ
る
効
果
を
最
大

限
生
か
せ
る
よ
う
創
意
と
工
夫
に
努
め
て
い

ま
す
。

　歳入については、市税は都市部において景気回復の兆しはあるものの、本市
における影響は少ないと予想され３１億４,９７２万円、地方交付税については、国の
地方財政計画と本市の起債償還額の増加による交付税算入の伸びを見込み１２５
億円、国庫支出金は、知的障害者施設訓練等支援費などの負担金と情報通信施
設整備補助金など１９億６,９５６万円、県支出金は、国民健康保険基盤安定事業など
の負担金と、草地林地一体的総合整備事業などの補助金および委託金で１６億
６,６２４万円、財源調整のための財政調整基金繰入金を含む繰入金などに１０億
７,３５４万円を予算化しています。

　歳出については、主要な施策として、ラストワンマイル整備事業や一般的な
行政事務管理などの総務費に５８億９,１２０万円、福祉施策や医療の公費負担経費、
障害者地域生活支援センター建設事業などの民生費に４０億６,８５６万円、し尿処
理や簡易水道事業、一般廃棄物処理施設建設事業などの衛生費に２２億１,９４６万
円、農業の振興、草地林地一体的利用総合整備事業負担金、中山間地域総合整
備事業などの農林水産業費に１８億８,２９４万円、道路橋梁の維持や新設改良、県道
管理モデル事業、公園や市営住宅の管理経費などの土木費に３２億２,３８４万円、学
校および社会教育に要する経費や、新見公立短期大学敷地内に、市民が集える
図書館を建設する学術交流センター建設事業などの教育費に３３億５,５９３万円な
どとなっています。

歳入

歳出

当初予算総額
４９０億 ５ ， ６７５ 万円
一般会計　２８１億４，０３０万円
特別会計　２０９億１，６４５万円

特別会計の予算額
１８年度予算額会　計　名

３億１,５８５万円診 療 所 特 別 会 計

７億９,９２３万円新見公立短期大学特別会計

６８０万円住宅新築資金等貸付特別会計

３６億７,１６１万円国民健康保険特別会計

３０億５,１９５万円介 護 保 険 特 別 会 計

５４億５,４０３万円老人保健医療特別会計

１７億６,６８３万円簡易水道事業特別会計

４４億３,０１６万円下水道事業特別会計

３,０２６万円観 光 事 業 特 別 会 計

２０８万円豊永財産区特別会計

７３万円萬歳財産区特別会計

１億７,６４３万円農業共済事業特別会計

１２億１,０４９万円水 道 事 業 会 計

２０９億１,６４５万円特別会計合計

総額　２８１億４,０３０万円

総額  ２８１億４,０３０万円

予算予算予算
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新
見
市
で
は
、
住
民
参
画
を
推

進
す
る
た
め
地
域
審
議
会
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
委
員
は
支
局
ご
と

に
地
域
住
民
の
代
表
委
員
、
公
募

に
よ
る
委
員
で
構
成
し
て
お
り
、

支
局
の
地
域
に
関
す
る
内
容
を
審

議
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
地
域
審

議
会
で
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
審
議

さ
れ
て
い
る
か
、
定
期
的
に
お
届

け
し
ま
す
。

新
見
地
域
審
議
会

第
６
回　

１
月　

日
開
催

１６

（
議
題
）

・
学
校
再
編
に
伴
う
学
校
施
設
の

利
活
用
に
つ
い
て

　

▼
小
中
学
校
の
再
編
及
び
廃
校

舎
利
用
に
つ
い
て
意
見
交
換

第
７
回　

２
月
６
日
開
催

（
研
修
）

・
新
見
支
局
管
内
の
公
共
施
設
視

察
　

▼
廃
棄
物
処
理
セ
ン
タ
ー
、
一

般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
唐
松
荘
、
健
康
増

進
施
設
げ
ん
き
広
場
に
い
み

第
８
回　

３
月　

日
開
催

１５

（
議
題
）

・
平
成　

年
度
予
算
に
つ
い
て

１８

　

▼
主
要
事
業
に
つ
い
て
意
見
交

換大
佐
地
域
審
議
会

第
９
回　

２
月
１
日
開
催

（
議
題
）

・
大
佐
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
拡
張
事

業
に
関
す
る
要
望
書
（
案
）
に
つ

い
て

　

▼
芝
の
サ
ッ
カ
ー
場
を
核
に
整

備
す
る
要
望
書
を
市
長
、
教
育
長

に
提
出
す
る
こ
と
を
決
定

・
山
里
の
家
の
利
活
用
に
つ
い
て

　

▼
継
続
審
議

・
夏
日
の
極
上
水
施
設
の
周
辺
整

備
に
つ
い
て

　

▼
駐
車
場
と
道
路
の
区
分
線
の

設
置
と
水
質
検
査
の
定
期
的
実
施

を
要
望

第　

回　

２
月　

日
開
催

１０

２１

（
議
題
）

・
大
佐
ス
マ
ー
ト
I
C
社
会
実
験

終
了
に
伴
う
恒
久
設
置
に
つ
い
て

　

▼
今
後
の
活
動
に
つ
い
て
、
委

員
全
員
で
市
長
と
意
見
交
換
を
す

る
こ
と
、　

万
台
達
成
記
念
行
事

１０

等
で
一
層
の
盛
り
上
げ
を
図
る
こ

と
を
決
定

第　

回　

３
月　

日
開
催

１１

１６

（
議
題
）

・
会
長
の
選
任
に
つ
い
て

　

▼
不
在
と
な
っ
て
い
た
会
長
を

選
任
、
そ
れ
に
伴
い
、
副
会
長
も

選
任

・
平
成　

年
度
大
佐
地
域
関
係
の

１８

予
算
に
つ
い
て

　

▼
事
業
に
つ
い
て
意
見
交
換

・
道
の
小
駅
整
備
に
つ
い
て

　

▼
事
業
の
取
り
や
め
を
決
議
し
、

予
定
地
の
早
急
な
復
元
を
要
望

神
郷
地
域
審
議
会

第
９
回　

１
月　

日
開
催

２３

（
議
題
）

・
今
後
の
地
域
審
議
会
の
運
営
に

つ
い
て

　

▼
小
中
学
校
再
編
、
神
郷
農
業

公
社
と
神
郷
ふ
る
さ
と
振
興
株
式

会
社
、
行
財
政
改
革
、
イ
ベ
ン
ト

の
実
施
、
地
域
振
興
会
の
組
織
づ

く
り
と
い
う
地
域
課
題
を
解
消
し

て
い
く
こ
と
を
決
定

第　

回　

２
月　

日
開
催

１０

１４

（
議
題
）

・
小
中
学
校
再
編
に
つ
い
て

　

▼
再
編
の
計
画
内
容
に
つ
い
て

意
見
交
換

　

廃
校
後
の
転
用
に
つ
い
て
意
見

交
換

・
そ
の
他

　

▼
学
校
給
食
に
地
域
の
食
材
を

利
用
す
る
こ
と
を
要
望
、
公
民
館

に
専
門
職
員
の
配
置
を
要
望

第　

回　

３
月
２
日
開
催

１１

（
議
題
）

・
小
中
学
校
再
編
に
つ
い
て

　

▼
新
郷
中
学
校
に
つ
い
て
検
討

委
員
会
を
作
る
こ
と
を
要
望

　

統
合
後
の
児
童
生
徒
の
通
学
に

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
と
安
全
確

保
を
要
望

　

廃
校
の
転
用
に
つ
い
て
、
福
祉

施
設
の
整
備
を
提
案

　

学
区
制
度
は
、
支
局
内
で
の
設

定
を
基
本
と
す
る
よ
う
要
望

哲
多
地
域
審
議
会

第
６
回　

１
月　

日
開
催

２６

（
議
題
）

・
平
成　

年
度
哲
多
支
局
管
内
県

１８

道
改
良
要
望
箇
所
と
県
道
路
線
の

権
限
委
譲
に
つ
い
て

　

▼
積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
要

望・
正
田
ト
ン
ネ
ル
の
要
望
の
今
後

に
つ
い
て

　

▼
継
続
審
議

・
へ
き
地
保
育
所
（
新
砥
地
区
）

の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　

▼
継
続
審
議

・
地
域
審
議
会
会
議
内
容
の
広
報

に
つ
い
て

　

▼
継
続
審
議

第
７
回　

２
月　

日
開
催

２８

（
議
題
）

・
平
成　

年
度
の
地
域
審
議
会
活

１８

動
に
つ
い
て

　

▼
継
続
審
議

哲
西
地
域
審
議
会

第
８
回　

１
月　

日
開
催

１２

第
９
回　

２
月
７
日
開
催

　

継
続
し
て
生
活
分
科
会
、
健
康

分
科
会
、
文
教
分
科
会
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
課
題
に
つ
い
て
意
見

交
換
、
３
月
で
ま
と
め
る
こ
と
を

決
定

第　

回　

３
月
７
日
開
催

１０

（
議
題
）

・
哲
西
栗
に
つ
い
て

　

▼
哲
西
地
区
全
農
家
に
哲
西
栗

の
植
栽
を
呼
び
か
け
、
生
産
量
を

増
や
す
努
力
を
す
る
こ
と
を
提
言

・
地
域
包
括
ケ
ア
に
つ
い
て

　

▼
現
在
の
支
局
の
保
健
師
・
栄

養
士
の
人
的
配
分
を
落
と
さ
ず
、

専
門
職
を
拡
充
確
保
す
る
よ
う
提

言
　

▼
地
域
包
括
ケ
ア
を
全
市
に
広

め
る
こ
と
を
提
言

・
短
歌
の
里
づ
く
り
事
業
の
推
進

に
つ
い
て

　

▼
よ
り
多
く
の
人
が
短
歌
を
詠

み
、
短
歌
を
目
に
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
提
言

・
記
念
植
樹
に
つ
い
て

　

▼
平
成
の
丘
に
記
念
植
樹
の
森

を
創
設
す
る
こ
と
を
提
言

・
観
光
マ
ッ
プ
の
作
成
に
つ
い
て

　

▼
文
化
財
を
掘
り
起
こ
し
、
わ

か
り
や
す
く
親
し
み
や
す
い
散
策

マ
ッ
プ
を
作
成
す
る
こ
と
を
提
言

こ
ち 
ら 
地 
域 
審
議
会
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市市市市市市
役役役役役役
所所所所所所

市
役
所
ののののののの
組組組組組組
織織織織織織
機機機機機機
構構構構構構

組
織
機
構
ががががががが

変変変変変変
わわわわわわ
りりりりりり
まままままま
すすすすすす

変
わ
り
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
地
方
分
権
の
推
進
や
新
し
い
行
政
需
要
、重
点

的
な
行
政
課
題
に
的
確
か
つ
積
極
的
に
対
応
す
る
た
め
、
効
率

的
・
効
果
的
な
機
構
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
事
務
事
業
内
容
の
整
理
な
ど
を
行
い
な
が
ら
、組
織

機
構
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
新
見
支
局
業
務
を
本
庁
へ
統
合
し
ま
し
た
。

●
旧
市
町
の
決
算
、
選
挙
事
務
の
終
了
や
業
務
内
容
の
見
直

し
な
ど
に
伴
い
、
職
員
の
本
庁
へ
の
集
中
配
置
を
行
い
、

施
策
遂
行
機
能
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
福
祉
関
連
法
令
の
改
正
や
少
子
化
・
障
害
者
支
援
・
超
高

齢
化
に
対
応
す
る
た
め
、
高
齢
者
支
援
課
を
新
設
す
る
な

ど
、
市
民
生
活
部
を
改
編
し
ま
し
た
。

●
自
立
し
た
市
を
目
指
し
、
岡
山
県
か
ら
の
事
務
・
権
限
移

譲
を
円
滑
に
行
う
た
め
の
体
制
整
備
と
し
て
、
建
設
部
の

改
編
や
生
活
環
境
課
を
新
設
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先　

財
政
課
行
革
係
（
�
�
６
１
６
０
）

 

県
道　

路
線
の
管
理
を 

１６

 

新
見
市
が
行
い
ま
す

　

市
は
、
自
主
的
・
主
体
的
な
施

策
展
開
を
行
い
、
地
方
分
権
の
推

進
を
図
る
た
め
、
４
月
１
日
か
ら

地
域
に
密
着
し
た
県
管
理
道
に
つ

い
て
、
県
か
ら
事
務
・
権
限
移
譲

を
受
け
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
県
道
は
市
内
で
起

終
点
の
完
結
す
る
一
般
県
道　

路
１６

線
で
、
こ
れ
ら
の
管
理
、
改
良
工

事
、
維
持
補
修
な
ど
を
行
い
、
市

道
を
含
め
た
効
率
的
な
地
域
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

移
譲
対
象
路
線
は
、
高
瀬
油
野

線
、
哲
多
哲
西
線
、
井
倉
停
車
場

線
、
新
見
停
車
場
線
、
坂
根
停
車

場
線
、
岩
熊
一
ノ
原
線 
、
千
屋
実

大
佐
線
、
千
屋
大
佐
線
、
菅
生
上

熊
谷
線
、
上
市
井
村
西
方
線
、
大

野
部
哲
多
線
、
下
神
代
哲
多
線
、

豊
永
赤
馬
長
屋
線
、
大
井
野
千
屋

花
見
線
、
土
橋
井
倉
線
、
本
郷
石

蟹
線
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

維
持
管
理
課

　

（
�
�
６
１
３
１
）

　

工
務
課

　

（
�
�
６
１
３
２
）

 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を 

 

設
置
し
ま
し
た

　

介
護
保
険
法
の
「
介
護
予
防
」

に
重
点
を
置
い
た
改
正
に
伴
い
、

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、

尊
厳
あ
る
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を

お
く
る
た
め
、
高
齢
者
の
生
活
を

支
え
る
総
合
機
関
と
し
て
、
４
月

１
日
か
ら
新
設
の
高
齢
者
支
援
課

の
中
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
ま
し
た
。

  
高
齢
者
の
様
々
な
相
談
に
、
秘

密
厳
守
で
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
主
な
業
務
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
介
護
予
防
の
対
象
と
な
っ
た
人

の
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
し
ま
す
。

・
介
護
や
高
齢
者
に
関
す
る
様
々

な
相
談
を
受
け
、
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
に
つ
な
げ
る
な
ど
の
支
援

を
し
ま
す
。

・
高
齢
者
の
虐
待
予
防
や
早
期
発

見
を
進
め
、
人
権
や
財
産
を
守

る
た
め
に
必
要
な
援
助
を
行
い

ま
す
。

・
地
域
の
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の

後
方
支
援
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
高

齢
者
支
援
課
内
）

　

（
�
�
６
２
０
９
）
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農林課�

監　理�
検査課�

商　工�
観光課�

生　活�
環境課�

社会福祉課�
出納室�

市民課� 高齢者支援課�

玄関� 証明書自動�
交付機�

税務課�

ATM

相談室�

宿
直
室�

財政課�

記　者�
クラブ� 会議室�

企画課�
（新見支局）�

市長室�

秘書室�助役室�総務課�
選　挙�
管　理�
委員会�

助
役
室�

図書室�
兼�

応接室�

正・副�
議長室�

議員控室�

議　場�
委員会室�

委員会室�

情　報�
政策課�

会議室�
監　査�
事務局�

議　会�
事務局�

1階�

2階�

3階�

1階�

1階� 3階�

玄関�

教　育�
総務課�

生涯学習課�

学校再編�
推進課�

教育�
長室�

エントランスホール�

玄関�

維持管理課�

工 務 課 �

都市整備課�
農　業�
委員会�

まなび広場にいみ棟�

市役所本庁舎�

山村開発センター棟�

学校教育課�

本庁舎および周辺施設の位置図
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組織 ・ 業務
主　　な　　業　　務電話番号係課・室

総
務
企
画
部

市長秘書、儀式・表彰など��６１１３秘書室
災害対策、議案調整、例規の審査公布、行政手続、情報公開、市民センター、
地区総代・地域交付金、国際交流、自衛隊募集など

��６２０４総務係
総務課

職員の任免・服務・給与・福利厚生・研修など��６２０４人事係
指名・入札、市有財産の管理、財産区、庁舎・庁用自動車の管理など��６１２８管財係
工事の技術監理、検査など��６１１２監理検査課
財政計画、予算編成、地方交付税、　財政事情の公表など��６１６０財政係

財政課
行財政改革、行政評価、事務移譲など��６１６０行革係
市税の徴収、市税過誤納金の還付など��６１１６収税係

税務課 市民税・国保税・軽自動車税の賦課、各種税証明など��６１１７市民税係
固定資産税・都市計画税の賦課など��６１１７資産税係
行政施策の総合調整、地域づくり施策、地域審議会、振興計画、過疎計画、事
務事業の進行管理など

��６１１４企画政策係
企画課

男女共同参画施策の総合調整、統計、公聴広報など��６１１４企画広報係
地域情報化、庁内LAN管理など��６１１５情報政策係

情報政策課
ラストワンマイル事業、地域情報通信ネットワークの管理��３１５４ラストワンマイル推進係

主　　な　　業　　務電話番号係課・室

市
民
生
活
部

戸籍、住民票、印鑑登録、外国人登録、各種証明など��６１２１市民係
市民課

国民健康保険、国民年金、老人・障害者・乳幼児・ひとり親家庭等医療費など��６１２３国保年金係
市内公共交通、交通安全、消費生活など��６１２２生活交通係

生活環境課 環境施策の総合調整・実施、公害対策、ごみ、し尿、廃棄物処理センター、墓
地、火葬場、畜犬登録など

��６１２４環境保全係

社会福祉施策の総合調整・実施、生活保護、障害者、民生委員など��６１２６社会福祉係
社会福祉課

児童・母子福祉、保育所、児童手当など��６１２６子育て支援係
高齢者福祉施策の総合調整・実施、老人保護措置、在宅高齢者福祉、老人クラ
ブ、老人福祉施設など

��６１２５長寿社会係

高齢者支援課 介護保険料の賦課・徴収、介護サービス機関等との調整など��３１４８介護保険係
介護認定調査、介護認定審査など��６２０６介護認定調査係
地域包括支援センターの運営��６２０９地域包括支援センター
母子保健事業、各種検診、予防接種、愛育委員会など��６１２９母子保健係

健康づくり課
老人保健事業、介護予防事業、各種検診など��６１２９老人保健係
地域医療、障害者地域生活支援事業、難病及び感染症、栄養教室、健康増進施
設など

��６１２９健康支援係

主　　な　　業　　務電話番号係課・室

経

済

部

農業畜産施策の総合調整・実施、内水面漁業振興、農業関連施設の整備・管理など��６１３３農業畜産振興係
農林課 森林施策の総合調整・実施、治山事業、林道の整備・管理など��６１３４林業振興係

農地整備施策の総合調整・実施、農地・農業用施設の整備・管理など��６１３５農地整備係
会計経理、共済掛金の徴収など��４４５５庶務経理係

農業共済課 農作物・畑作・果樹施設共済の手続、損害評価など��４４５５農作物係
園芸施設・家畜共済の手続、損害評価など��４４５５家畜・園芸施設係
商工業・労働施策の総合調整・実施、企業誘致及び立地など��６１３７商工労政係

商工観光課
観光施策の総合調整・実施、観光施設の管理、観光イベントなど��６１３６観光振興係

主　　な　　業　　務電話番号係課・室

建

設

部

市道等の管理、国県道の改良促進など��６１３１管理係
維持管理課 市道、県道の維持補修、除雪など��６１３１維持補修係

地籍調査、地籍図の整備など��６１３１国土調査係
道路（橋りょう）等の新設・改良、災害復旧事業、道路等の登記など��６１３２工務１係

工務課
市道及び管理県道の改良、災害復旧事業、道路等の登記など��６１３２工務２係
都市計画、都市施設（公園、下水路等）の整備、施設の管理、土地区画整理事
業、市営住宅など

��６１１８都計・住宅係
都市整備課

公共施設の建築・営繕工事の設計・監理など��６１１８建築係
水道事業の総合調整、会計経理、使用料等の賦課・徴収、水道施設の管理など��８９７１管理係

上水道課
水道施設の整備など��８９７２工務係
下水道事業の総合調整、会計経理、使用料等の賦課・徴収、下水道施設の管
理・普及など

��６１３８管理係
下水道課

下水道施設の整備、下水道ＦＴＴＨなど��０１０８工務係

主　　な　　業　　務電話番号
議会事務局 議会庶務、議会の広報、議事、会

議録の調整、資料収集・調査など
��６１５１

主　　な　　業　　務電話番号選 挙 管 理
委員会事務局 選挙の管理・執行、選挙啓発など��６１５２

主　　な　　業　　務電話番号
監査事務局 財務事務・事業管理の監査など��６１５３

主　　な　　業　　務電話番号農業委員会
事 務 局 農地法等に基づく許認可申請・諸

証明など
��６１０６

市の
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主　　な　　業　　務電話番号
新見支局を企画課が兼務新見支局

新見地域審議会など��６１１４

主　　な　　業　　務電話番号係課・室
出
納 会計審査、決算など��６１４１審査係

出納室
預金運用、基金会計、現金・物品の出納など��６１４２出納係

主　　な　　業　　務電話番号係課・室

教
育
委
員
会

教育委員会会議、教育庶務、学校施設の目的外使用など��６１４５庶務係
教育総務課

学校施設の建築・修繕、学校教育財産の管理など��６１４５施設係

教職員の人事、学校・幼稚園の編制など��６１４６学事係

学校教育課 学校・幼稚園の指導、教科用図書の採択、学校給食など��６１４６指導係

学校保健、要保護児童生徒、通学区域など��６１４６学校教育係

学校再編の推進��６２１４学校再編推進課

生涯学習施策の総合調整・実施、公民館、青少年育成センター、成人
式、生涯学習施設の整備・管理など

��６１４７生涯学習係

生涯学習課 文化振興施策の総合調整・実施、文化施設の整備・管理、文化財の保
護保存など

��６１４７文化振興係

生涯スポーツの振興、体育施設の整備・管理など��６１４７スポーツ振興係

主　　な　　業　　務電話番号係課・室

消
防
本
部

消防業務の総合的企画、儀式、表彰、人事、給与、予算経理、福利厚
生など

��２８１０庶務係
総務課

消防団員の任免、公務災害・退職報償、予算経理、消防施設整備など��２８１０消防団係

災害の警戒・防御、火災原因調査、気象情報収集、相互応援活動など��２８１０警防係
警防課 消防車両等警戒・防御、救急・救助業務、火災原因調査、救急法の普

及指導などど
��２８１０装備保安係

防火指導、警戒、予防査察、建築物の同意事務、消防用設備等検査な
ど

��２８１０予防指導係
予防課

危険物施設等規制・指導、液化石油ガス・火薬類の防災対策など��２８１０危険物係

水火災等災害の警戒防御、救急・救助業務、火災原因調査、救急法の
普及指導など

��２８１０消防署

主　　な　　業　　務電話番号係課・室
短
期
大
学

会計事務、歳入歳出予算の編成・執行、教職員の給与など��０６３４総務係総務課

入学者の選抜、学生の修学、公開講座など��０６３４学務係学務課

学生募集方針、成績評価、進路指導など��０６３４教務課

図書館資料の閲覧、貸出しなど��０６３４図書係図書館

主　　な　　業　　務電話番号係課・室

大
佐
・
神
郷
・
哲
多
・
哲
西
支
局

支局内行政施策の総合調整、行政地区、地域交付金、市民センター、
予算経理、財産管理、各種税の収納、地域審議会、市報配布、市営バ
ス、庁内LAN管理、ラストワンマイル事業の推進など

（大佐）��２１１１

総務係総務課
（神郷）��６１１１

（哲多）��２１１１

（哲西）��２１１１

戸籍・住民票、各種証明、ごみ・し尿処理、墓地管理、国保直営診療
所、地域福祉・医療・保健事業、民生・児童委員、老人クラブ、福祉
施設の管理など

（大佐）��２１１２

市民福祉係

市民福祉課

（神郷）��６１１２

（哲多）��２１１２

（哲西）��２１１２

生涯学習の推進・施設の管理、コミュニティの推進・施設の管理など

（大佐）��２１１２

生涯学習係
（神郷）��６１１２

（哲多）��２１１２

（哲西）��２１１２

農業・畜産振興、林業振興、林道の管理、農業・観光施設の管理、イ
ベントなど

（大佐）��２１１３

産業係

経済建設課

（神郷）��６１１３

（哲多）��２１１３

（哲西）��２１１３

道路の維持管理、水道・下水道等施設の整備・管理、水道使用料等の
収納など

（大佐）��２１１３

建設係
（神郷）��６１１３

（哲多）��２１１３

（哲西）��２１１３
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担当窓口変更のおしらせ
4月1日から、岡山県の事務・権限の一部が、新見市に移譲され、
事務の「担当窓口」が変わりました。

備　　　考

事務の担当窓口事務の担当窓口

新見市に移譲された事務 平成１８年４月１日から

新見市
平成１８年３月３１日まで

岡山県

農林課 林業振興係
��６１３４

備中県民局 森林課
�０８６－４３４－７０６１

鳥獣の保護及び狩猟の適正化（傷病鳥獣の保
護目的）
　・全ての野生の鳥獣の捕獲等の許可（傷病
鳥獣の保護目的） 

キジバト、カワラバ
ト（ドバト）、ヒヨド
リ、ニュウナイスズ
メ、スズメ、ハシボ
ソガラス、ハシブト
ガ ラ ス、（鳥 類 ７
種）、ニホンザル、タ
ヌキ、イノシシ、ニ
ホンジカ、ヌートリ
ア、ノウサギ（獣類
６種）については、
従来から市が担当窓
口です。

鳥獣の保護及び狩猟の適正化（農林水産業被
害防止目的）
　・次の野生の鳥獣の捕獲等の許可（農林水
産業被害防止目的）

　　カワウ、ゴイサギ、ダイサギ、コサギ、
アオサギ、マガモ、カルガモ、コガモ、
ヒドリガモ、トビ（鳥類10種）

地域密着型サービス
となる定員３０人未満
の小規模介護専用型
特定施設に係る有料
老人ホーム以外のも
のは、従来どおり県
民局が担当窓口で
す。

高齢者支援課
　　長寿社会係
��６１２５

備中県民局 健康福祉課
�０８６－４３４－７０５４

有料老人ホームの設置届出受理等
　・有料老人ホームの設置届出の受理
　・有料老人ホームの廃止等の届出の受理
　・有料老人ホーム設置者に対する報告の徴
収及び調査

　・有料老人ホーム設置者に対する改善命令

健康づくり課
　　母子保健係
��６１２９

新見保健所 保健課
��５６９１

未熟児の訪問指導に関する事務
　・未熟児の訪問指導
　・低体重児の届出の受理

社会福祉課 社会福祉係
��６１２６

未熟児の養育医療に関する事務
　・養育医療給付申請書の受理
　・養育医療継続申請書の受理
　・養育医療券記載事項変更届の受理
　・養育医療券再交付申請書の受理

相談員の証明書は、
市長が発行します
が、相談業務に変更
はありません。

社会福祉課 社会福祉係
��６１２６

岡山県 障害福祉課
�０８６－２２６－７３４５

身体障害者相談員の委託

知的障害者相談員の委託

消防本部 予防課
��２８１０

備中県民局 協働推進室
�０８６－４３４－７００８

煙火（花火）に関する火薬類の消費許可等
　・煙火の消費の許可
　・煙火の消費場所への立入検査

商工観光課 商工労政係
��６１３７

岡山県 消防保安課
�０８６－２２６－７２９６

電気用品販売事業者等に関する報告徴収等

電気用品販売事業者に対する立入検査等
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備　　　考

事務の担当窓口事務の担当窓口

事務の担当窓口 平成１８年４月１日から

新見市
平成１８年３月３１日まで

岡山県

・地区が２以上の市
町村の区域にわた
る商工会議所に係
るものは従来どお
り県が担当窓口で
す。

・経済産業大臣の権
限に係る事務は従
来どおり中国経済
産業局が窓口です。

商工観光課 商工労政係
��６１３７

岡山県 経営支援課
�０８６－２２６－７３５３

商工会議所の定款変更認可等
　・特定商工業者の基準従業員数等の引き上
げ許可

　・法定台帳の作成期間の延長及び通知
　・特定商工業者の負担金賦課の許可
　・定款の変更認可
　・収支決算等の受理
　・報告徴収、業務状況等の検査
　・商工会議所の業務の一時停止
　・業務の一時停止等を行う場合の意見聴取
　・経済産業大臣への報告

農業委員会事務局
��６１０６

備中県民局 農業振興課
�０８６－４３４－７０３１

耕作目的の農地の権利移動の許可
　・農地法第３条第１項の規定による農地及
び採草放牧地に係る所有権の移転等の許
可

　・上記許可に係る立入調査、通知及び報告
の徴収等

土地改良事業の施行
に係る地域又は土地
改良区の地区が２以
上の市町村の区域に
わたる場合について
は、従来どおり県民
局が担当窓口です。

農林課 農地整備係
��６１３５

備中県民局 農地農村計
画課
�０８６-４３４-７０３４･７０３５

土地改良区等における換地計画に関する事務
　・換地計画の認可申請
　・換地処分の届出

土地改良区の定款等に関する事務
　・定款変更の認可申請
　・役員就退任等の届出

土地改良区の監督に関する事務
　・土地改良区の検査

土地改良区等における事業計画の適否決定及
び認可
　・事業計画の認可申請
　・工事完了の届出

総務課 総務係
��６２０４

岡山県 市町村課
�０８６－２２６－７２７１

市町村区域内の町又は字の区域変更等
　・町又は字の区域変更等の届出の受理
　・町又は字の区域変更等の告示

総務課 管財係
��６１２８

財産区の財産処分の同意に関する事務
　・財産区の財産処分に関する協議及び同意

許可権限は県から市
に移譲されますが、
受付窓口は従来から
市です

教育委員会
生涯学習課 文化振興係
��６１４７

岡山県教育委員会
文化財課
�０８６－２２６－７６０１

県指定史跡名勝天然記念物の現状変更許可等
（軽微な変更に係るもの）

都市整備課 都計・住宅係
��６１１８

岡山県 都市計画課
�０８６－２２６－７４９５

公有地の拡大の推進に関する法律に基づく事
務
　都市計画区域内の一定要件を満たす土地に
ついて
　・有償譲渡しようとする場合の届出等の受
理

　・地方公共団体等に対する土地の買取り希
望の申し出の受理

　・土地の買取りの協議を行う地方公共団体
等の決定及び当該地方公共団体等が買取
りの協議を行う旨の通知

　・土地の買取りを希望する地方公共団体等
がない旨の通知

※ご不明な点は、下記の窓口までお問い合わせください。
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全
国
的
に
子
育
て
支
援
の

必
要
性
が
大
き
く
取
り
上
げ

ら
れ
る
中
、
急
病
な
ど
の
場

合
は
特
に
保
護
者
の
大
き
な

不
安
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
で
は
小
児
医
療
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

市
報　

月
号
の
こ
の
コ
ー

１２

ナ
ー
で
も
紹
介
し
ま
し
た
と

お
り
、
こ
れ
ま
で
市
内
の
小

児
科
専
門
医
に
よ
る
診
療
は
、

新
見
中
央
病
院
で
週
３
日
と

隔
週
土
曜
日
の
午
前
中
に
診

療
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た

が
、
４
月
か
ら
は
、
同
病
院

に
お
い
て
月
曜
か
ら
土
曜
日

ま
で
毎
日
診
療
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

診
療
時
間
は
、
平
日
は
９
時

か
ら　

時
、
土
曜
日
は
９
時

１７

か
ら　

時　

分
ま
で
と
な
り

１２

３０

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
乳
幼

児
を
持
つ
保
護
者
の
方
々
の

大
き
な
安
心
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
近
年
、
小
児
の
救

急
・
時
間
外
診
療
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
の
中
、
市
で

は
子
育
て
中
の
方
々
に
子
ど

も
の
急
病
や
け
が
に
対
す
る

対
処
法
を
知
っ
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
緊
急
性
を
判
断

す
る
知
識
を
養
い
、
育
児
に

お
け
る
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を

軽
減
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

本
年
１
月
か
ら
毎
月
１
回
、

岡
大
小
児
科
医
師
に
よ
る
出

前
サ
ロ
ン
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
こ
の
サ
ロ
ン
で
は
、
乳

幼
児
の
か
か
り
や
す
い
病
気

や
症
状
に
合
わ
せ
た
対
応
に

つ
い
て
説
明
を
い
た
だ
き
、

質
問
、
個
別
相
談
に
も
応
じ

て
お
り
ま
す
の
で
、
積
極
的

に
ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
愛
育
委

員
会
の
方
々
に
よ
り
、
乳
幼

児
の
健
康
観
察
の
チ
ェ
ッ
ク

ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
ま
と
め
た

冊
子
が
作
成
さ
れ
、
乳
幼
児

健
診
な
ど
の
際
に
関
係
の
皆

様
方
に
配
布
い
た
し
ま
す
の

で
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

保健医療面からの子育て支援について

市市
長長
室室
だだ
よよ
りり

意見や要望を市政に反映
　今年度の行政地区総代会を、４月１７日�から２８日�まで、
市内２０会場で開催しますので、ご参加くださいますようお願
いいたします。
　この行政地区総代会は、新しい地区総代のみなさんに、本
年度の市政運営方針や予算の内容などをお知らせするととも
に、ご意見やご要望をお聞きして市政に反映させるため、毎
年開催しているものです。

■問い合わせ先

　総務課総務係（��６２０４）

　大佐支局総務課（��２１１１）

　神郷支局総務課（��６１１１）

　哲多支局総務課（��２１１１）

　哲西支局総務課（��２１１１）

平成18年度　行政地区総代会日程

備　　　　　考会  　場開会開催月日

新砥市民センター管内を除く哲多支局管内哲多総合センター
１０：００４月１７日（月）

熊谷市民センター管内（下熊谷法が峠上・下を含む）熊谷市民センター

新郷市民センター管内を除く神郷支局管内やまびこ広場神郷
１０：００４月１８日（火）

菅生市民センター管内菅生市民センター

大佐支局管内 大佐総合センター 
１０：００４月１９日（水）

豊永市民センター管内豊永市民センター

哲西支局管内 きらめき広場・哲西
１０：００４月２０日（木）

唐松市民センター管内（正田広瀬を含む）唐松市民センター

新郷市民センター管内新郷市民センター
１０：００４月２１日（金）

正田(広瀬を除く)の各地区、金谷川の瀬正田ふれあいセンター

新見、金谷（川の瀬を除く）の各地区、唐松のうち灰貝新見市総合福祉センター  １０：００４月２４日（月）

新砥市民センター管内 新砥公民館  
１０：００４月２５日（火）

上市市民センター管内（高尾向田、西方宗金を含む）上市市民センター

草間市民センター管内草間市民センター
１０：００４月２６日（水）

千屋市民センター管内千屋市民センター

井倉市民センター管内井倉市民センター
１０：００４月２７日（木）

石蟹、長屋の各地区石蟹ふれあいセンター

足立連絡所管内 足 立 会 館
１０：００

４月２８日（金） 高尾（向田を除く）、西方（宗金を除く）の各地区、下熊谷(法が峠上・下を除く)の各地区備北信用金庫新見営業部

各会場へ参加できなかった人新見市総合福祉センター１８：００

行政地区
総代会を開催
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ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
み
な
さ
ん
で
す

　

住
民
主
体
の
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
た
め
、
地
域
の
個
性

や
自
主
性
を
活
か
し
な
が
ら
活
動

す
る
団
体
に
つ
い
て
次
の
交
付

金
・
補
助
金
制
度
が
あ
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

地
域
づ
く
り
支
援
交
付
金

■
対
象

　

大
字
単
位
以
上
で
地
域
住
民
の

多
く
が
参
加
し
、
規
約
、
会
計

お
よ
び
年
間
事
業
計
画
を
持
っ

て
活
動
し
て
い
る
団
体
ま
た
は

法
人

■
使
途

　

将
来
構
想
を
持
っ
て
活
力
あ
る

地
域
づ
く
り
を
推
進
す
る
団
体

な
ど
の
運
営
・
活
動
に
必
要
な

経
費

■
補
助
率

　

対
象
事
業
費
の
２
／
３
以
内

■
限
度
額

　
　

万
円

５０ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
補
助
金

■
対
象

　

地
域
単
位
（
行
政
地
区
な
ど
）

で
組
織
さ
れ
る
団
体
ま
た
は
ま

ち
づ
く
り
を
目
的
と
す
る
団
体

■
使
途

　

地
域
の
個
性
・
自
主
性
を
活
か

し
な
が
ら
、
地
域
の
活
性
化
、

世
代
間
の
交
流
促
進
、
他
地
域

と
の
交
流
な
ど
を
目
的
と
す
る

ソ
フ
ト
事
業

■
補
助
率

　

対
象
事
業
費
の
１
／
２
以
内

■
限
度
額

　
　

万
円

５０
※
た
だ
し
補
助
対
象
事
業
費　

万
１０

円
以
上
で
あ
る
こ
と
。

■
注
意
事
項
（
両
制
度
共
通
）

　

助
成
す
る
事
業
は
本
年
度
内
に

実
施
・
完
了
す
る
も
の
に
限
り
ま

す
。

　

新
市
に
お
け
る
一
体
感
の
醸
成

を
図
る
事
業
に
つ
い
て
は
優
先
的

に
採
択
し
ま
す
。

■
助
成
対
象
に
な
ら
な
い
も
の

・
政
治
、
宗
教
、
営
利
を
目
的
と

し
た
事
業

・
国
や
県
な
ど
の
助
成
を
受
け
る

事
業

■
申
請
期
限

　

５
月　

日
�

３１

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課
企
画
政
策
係
ま
た
は
各

支
局
総
務
課

　

（
�
�
６
１
１
４
）

地
域
づ
く
り
支
援
交
付
金
・
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
補
助
金

　神郷支局管内の行政サービスに関する苦情、

行政の仕組みや手続きに関する相談などに応

じる行政相談委員に、難波英明さん（神郷下

神代）が総務大臣から委嘱されました。

　相談は無料で秘密は固く守られますので、

お気軽にご相談ください。行政相談委員は、

定期的または巡回してみなさんの相談をお受

けしていますが、自宅でも相談を受けますの

でご連絡ください。

■相談先

　難波委員　自宅（��６７２０）

おめでとうございます
　

元
新
見
市
立
唐
松
小
学
校
長　

田
村 
幸

夫
氏
（
唐
松
）
に
、
こ
の
度
瑞
宝
双
光
章
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
村
氏
は
、
昭
和　

年
に
岡
山
県
新
見
農

１０

林
学
校
を
卒
業
後
、
昭
和　

年
か
ら
阿
哲
郡

１２

土
橋
尋
常
小
学
校
に
赴
任
さ
れ
、
教
職
の
道

を
歩
み
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
以
後
、
主
に
新

見
市
内
の
小
学
校
を
歴
任
さ
れ
、
昭
和　

年
、

４１

川
上
郡
成
羽
町
立
布
寄
小
学
校
長
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
地
元
の
新
見
市
立
唐

松
小
学
校
長
を
８
年
間
務
め
ら
れ
、
昭
和　
５２

年
に
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
氏
は
、
校
長
在
職
中
、
岡
山
県
小
学
校

長
会
副
会
長
、
新
見
市
小
学
校
長
会
長
な
ど

を
務
め
ら
れ
、
退
職
後
は
人
権
擁
護
委
員
、

岡
山
県
精
神
薄
弱
者
相
談
員
を
歴
任
さ
れ
る

な
ど
、
新
見
市
の
教
育
の
発
展
に
多
大
な
貢

献
を
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章（
高
齢
者
叙
勲
）

 田  村  幸 夫   さん

た むら ゆき お

（唐松・88歳）

行政相談委員を委嘱
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国保人間ド ッ ク
受診希望者受付中

　

新
見
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
新
見
市
国
保
の
被
保
険
者
を

対
象
と
し
て
、
平
成　

年
度
の
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診
希
望
を
受

18

け
付
け
ま
す
。

　

次
の
①
〜
③
コ
ー
ス
か
ら
お
選
び
く
だ
さ
い

●
各
コ
ー
ス
に
男
性
は
前
立
腺
検

査
、
女
性
は
婦
人
科
検
診
を
次
の

料
金
で
追
加
で
き
ま
す
。

【
前
立
腺
検
査
（
男
性
の
み
）】

　

渡
辺
病
院
、
倉
敷
平
成
病
院

　

６
３
０
円

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
（
金
谷
）

　

７
８
０
円

【
婦
人
科
検
診
（
女
性
の
み
）】

　

渡
辺
病
院
、
倉
敷
平
成
病
院

　

１
、
５
７
５
円

（
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
婦
人

科
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
）

■
定
員

　

①
１
３
０
人

　

②　

人
８０

　

③
３
０
０
人

※
前
立
腺
検
査
・
婦
人
科
検
診
は

各
１
５
０
人
ず
つ
と
な
り
ま
す
。

※
応
募
者
が
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
対
象

　

新
見
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入

　

し
て
い
る
被
保
険
者

■
受
診
期
日

　

６
月
以
降

※
後
日
受
診
日
を
お
知
ら
せ
し
ま

す■
申
込
期
限

　

５
月
１
日
�

※
当
日
消
印
の
も
の
ま
で

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
１
８
�
８
５
０
１

　

新
見
市
新
見
３
１
０
�
３

　

市
民
課
国
保
年
金
係

　

（
�
�
６
１
２
３
）

※
電
話
で
の
お
申
し
込
み
は
受
け

付
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

①
短
期
人
間
ド
ッ
ク

（
血
液
検
査
、胸
お
よ
び
胃
レ
ン

ト
ゲ
ン
撮
影
、
尿
・
便
検
査
な

ど
）

■
場
所

　

渡
辺
病
院
、
倉
敷
平
成
病
院
、

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
金
谷
）

■
自
己
負
担

・
渡
辺
病
院
、
倉
敷
平
成
病
院

　

８
、
１
９
０
円

・
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
金
谷
）

　

７
、
５
６
０
円

②
脳
ド
ッ
ク

（
脳
の
断
層
撮
影
の
み
）

■
場
所

　

渡
辺
病
院
、
倉
敷
平
成
病
院

■
自
己
負
担

　

６
、
３
０
０
円

③
脳
＋
短
期
人
間
ド
ッ
ク

（
上
記
①
と
②
を
合
わ
せ
た
も

の
）

■
場
所

　

渡
辺
病
院
、
倉
敷
平
成
病
院

■
自
己
負
担

　

１
万
５
、
７
５
０
円

　受診を希望する人は、はがきに住所・氏名・生年

月日・電話番号・希望するコースの番号と病院名を

記入のうえ、お申し込みください。病院名の記入が

ない場合は、①は健康管理センター (金谷)、②③は

渡辺病院となりますのでご注意ください。前立腺検

査・婦人科検診を希望する人は、前立腺希望または

婦人科希望と記入してください。

※検査を希望する人が２人以上いて、同じ日に希望

する場合は、１枚のはがきに２人以上を連記しても

かまいません。

※必ずすべての項

目について記入し

てください。

※実施時期につい

ては、ご希望に添え

ない場合もありま

す。

○
住
所

○
氏
名

○
生
年
月
日

○
電
話
番
号

○
希
望
す
る
コ
ー
ス
・
病
院
名

○
そ
の
他

　

（
曜
日
等
の
実
施
時
期
の
希
望
な
ど
）

国保人間ドック応募はがき記入例
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手
続
き
は

お
済
み
で
す
か
？

平
成　

年
度
下
半
期
の
介
護

１７

状
況
報
告
書
の
提
出
は
お
済

み
で
す
か

　

昨
年
度
か
ら
介
護
手
当
の
支
給

は
、
年
２
回
提
出
し
て
い
た
だ
く

介
護
状
況
報
告
に
基
づ
い
て
支
給

し
て
い
ま
す
。
昨
年
度
に
支
給
申

請
を
し
た
人
で
、
３
月
報
告
分

（　

〜
３
月
）
の
介
護
状
況
報
告

１０書
を
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、

受
給
決
定
通
知
に
同
封
の
介
護
状

況
報
告
書
を
、
４
月　

日
�
ま
で

１７

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

状
況
報
告
書
の
用
紙
が
無
い
場

合
は
、
高
齢
者
支
援
課
・
各
支
局
・

各
市
民
セ
ン
タ
ー
・
連
絡
所
に
備

え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

該
当
す
る
人
は 

支
給
申
請
を
し
ま
し
ょ
う

　

新
規
の
介
護
手
当
支
給
申
請
は

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
人
は
、
高

齢
者
支
援
課
・
各
支
局
・
各
市
民

セ
ン
タ
ー
・
連
絡
所
に
備
え
付
け

の
、
介
護
手
当
支
給
申
請
書
に
民

生
委
員
の
証
明
書
を
添
付
し
て
、

高
齢
者
支
援
課
長
寿
社
会
係
へ
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

■
支
給
要
件

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、　

歳
以

６５

上
で
３
か
月
以
上
寝
た
き
り
や
、

認
知
症
の
状
態
に
あ
る
人
を
自

宅
で
通
算
３
か
月
以
上
介
護
し

て
い
る
人

※
３
か
月
が
経
過
し
た
日
か
ら
受

給
資
格
が
発
生
し
ま
す
が
、
申
請

日
が
そ
れ
以
降
の
場
合
は
申
請
日

か
ら
と
な
り
ま
す
。

■
支
給
額

　

月
額　

１
万
円

※
支
給
は
上
・
下
半
期
の
年
２
回

提
出
し
て
い
た
だ
く
介
護
状
況
報

告
に
基
づ
い
て
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

高
齢
者
支
援
課
長
寿
社
会
係

 
（
�
�
６
１
２
５
）

　

大
佐
支
局
市
民
福
祉
課

 
（
�
�
２
１
１
２
）

　

神
郷
支
局
市
民
福
祉
課

 
（
�
�
６
１
１
２
）

　

哲
多
支
局
市
民
福
祉
課

 
（
�
�
２
１
１
２
）

　

哲
西
支
局
市
民
福
祉
課

 
（
�
�
２
１
１
２
）

麻しん・風しん の 混合接種を受けましょう

介
護

手
当

平成18年４月１日から麻しんと風しんの混合ワクチンを２回接種する制度になりました。
対象者と受け方は次のとおりです。

麻しん�
風しん�
混　合�

１歳� ２歳� ３歳� ４歳� ５歳� ６歳� ７歳� ８歳�

１回� １回�

第１期� 第２期 
※１� ※２�

※１：第１期＝１歳児（12か月以上
24か月未満）

※２：第２期＝小学校に就学するお
子さんで就学前年度４／１～３／
31の１年間

◎接種歴により受け方が変わります。
平成18年４月１日以降の受け方平成18年３月31日まで の予防接種歴

生後１２か月以上２４か月未満のお子さんは混合ワクチン第１
期を接種します。
就学前１年間のお子さんは第２期を接種します。

麻しんワクチンおよび
風しんワクチンともに未接種

混合接種は必要ありません
麻しんワクチンおよび
風しんワクチンともに接種済み

※単独ワクチン接種は平成18年３月31日までとしていま
したが、接種できていない人が多くおられますので、生
後12か月以上24か月未満のお子さんのみ接種期間を、平
成18年９月30日まで延長しました。

※対象年齢以外のお子さんは、定期予防接種の対象となり
ませんのでご注意ください。

■問い合わせ先
　健 康 づ く り 課（��６１２９）
　大佐支局市民福祉課（��２１１２）
　神郷支局市民福祉課（��６１１２）
　哲多支局市民福祉課（��２１１２）
　哲西支局市民福祉課（��２１１２）

平成18年４月１日以降の受け方平成18年３月31日まで の予防接種歴

生後12か月以上24か月未満のお子さんのみ風しんワクチン
の単独ワクチン接種ができます（平成１８年９月３０日まで）

麻しんワクチンのみ接種 

生後12か月以上24か月未満のお子さんのみ麻しんワクチン
の単独ワクチン接種ができます（平成１８年９月３０日まで）

風しんワクチンのみ接種

◎経過措置として次のような単独ワクチン接種が受けられます。
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農
地
転
用
手
続

　

農
地
に
家
を
建
て
た
り
、
資
材

置
き
場
・
駐
車
場
な
ど
に
転
用
し

た
り
す
る
場
合
は
、
許
可
後
で
な

け
れ
ば
工
事
な
ど
に
着
手
で
き
ま

せ
ん
。

　

自
分
が
利
用
す
る
場
合
だ
け
で

な
く
、
転
用
目
的
で
売
っ
た
り
、

貸
し
た
り
す
る
場
合
や
、
や
む
を

得
な
い
事
情
で
一
時
的
に
農
地
以

外
に
す
る
場
合
も
同
様
の
扱
い
と

な
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
最
近
、
無
許
可
で

農
地
を
露
天
資
材
置
き
場
、
駐
車

場
、
プ
レ
ハ
ブ
事
務
所
に
転
用
す

る
な
ど
悪
質
な
事
例
が
見
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

農
地
の
無
断
転
用
や
転
用
目
的

違
反
（
許
可
申
請
目
的
以
外
の
利

用
）
が
あ
る
と
、
厳
し
い
是
正
措

置
や
罰
則
を
受
け
る
ほ
か
、
工
事

の
中
止
や
農
地
へ
の
復
元
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
近
隣
の
人
と
の
ト
ラ
ブ

ル
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
避
け
る
た

め
、
農
地
の
転
用
を
計
画
す
る
と

き
は
、
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
委
員
会
事
務
局

　

（
�
�
６
１
０
６
）

農
業
振
興
地
域
変
更
申
請
締

切
は
５
月
末
と　

月
末

１１

　

農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
区
域

に
指
定
さ
れ
て
い
る
農
地
は
、
法

律
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
農
業
以

外
の
用
途
に
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
や
む
を
得
ず
農
地
を

宅
地
な
ど
に
転
用
す
る
場
合
は
、

農
地
転
用
の
手
続
き
よ
り
も
先
に

農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
手
続
き

を
行
う
こ
と
が
法
律
で
決
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

計
画
変
更
に
は
日
数
が
か
か
り

ま
す
の
で
、
事
業
計
画
は
余
裕
を

も
っ
て
、
早
め
に
除
外
申
請
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

農
林
課
農
業
畜
産
振
興
係

　

（
�
�
６
１
３
３
）

　

大
佐
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

神
郷
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
６
１
１
３
）

　

哲
多
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

　

哲
西
支
局
経
済
建
設
課
産
業
係

　

（
�
�
２
１
１
３
）

申し込みはお早めに！

韻諮問�

吋答申�

①変更申請�
（5月・11月）�

⑪変更通知�
（11月・4月）�

③事前協議�
②現地調査�

④回答�

農
業
会
議�

知
　
　
　
事�

農
業
委
員
会�

申
　
請
　
者�

岡
　
山
　
県�

新

見

市

�

陰申請書�
　提出�

隠意見を�
　付けて�
　進達�

右許可書�
　交付�

宇許可書�
　交付�

⑧協議調整�

⑨同意�
⑤協議会意見聴取�
⑥公告縦覧　30日間�
⑦異議申出　15日間�
⑩計画変更公告縦覧�

申
　
請
　
者�

農 地 転 用 手 続 き �

農業振興地域変更手続き�

農
地　
　

違
反

な
く
し
ま
し
ょ
う！

転　

用

転
用
目
的

合併処理浄化槽できれいな生活排水

　市では、公共下水道・農業集落排水事業など

の集合処理計画区域以外において、水質浄化を

推進する事業として合併処理浄化槽を設置して

います。

　現在、設置希望者を募集していますので、く

わしくはお問い合わせください。

　なお、本年度設置予定数に到達した場合、来

年度の工事施工となりますので、あらかじめご

了承ください。

■分担金（１戸）

　５～１０人槽の場合　２０万円

※平成２０年４月以降は３０万円

■使用料（１か月）

　一般住宅の基本額　１,５７５円

※世帯員一人につき基本額に５２５円を加算

■申し込み・問い合わせ先

　下水道課管理係

　（��６１３８）

　大佐支局経済建設課建設係

　（��２１１３）

　神郷支局経済建設課建設係

　（��６１１３）

　哲多支局経済建設課建設係

　（��２１１３）

　哲西支局経済建設課建設係

　（��２１１３）
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地
籍
調
査
で

確
か
な
財
産

○
山
林
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い
。

○
宅
地
の
境
界
が
わ
か
ら
な
い
。

○
先
代
名
義
の
土
地
の
境
界
が
は

っ
き
り
し
な
い
。

○
土
地
の
面
積
が
登
記
簿
と
違
っ

て
い
た
。

○
切
り
絵
図
を
見
た
が
、
土
地
の

形
が
わ
か
ら
な
い
。

　

こ
れ
ら
な
ど
で
困
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

土
地
の
位
置
を
示
す
「
切
り
絵

図
」
と
、
所
有
者
や
面
積
、
地
目

な
ど
を
記
録
し
た
「
登
記
簿
」
が
、

法
務
局
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
切
り
絵
図
は
明
治
初

期
の
測
量
技
術
で
作
ら
れ
た
も
の

で
、
正
確
な
形
や
境
界
が
わ
か
り

に
く
く
、
し
ば
し
ば
ト
ラ
ブ
ル
の

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
籍
調
査
で
は
、
み
な
さ
ん
の

貴
重
な
財
産
で
あ
る
土
地
を
守
る

た
め
、
一
筆
ご
と
に
、
所
有
者
、

地
番
、
地
目
、
面
積
を
最
新
の
測

量
技
術
で
正
確
な
境
界
を
測
量
し

て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
地
籍
調
査
が
完
了
す
れ
ば

登
記
簿
と
地
図
は
正
確
な
内
容
に

書
き
換
え
ら
れ
、
再
び
法
務
局
で

大
切
に
保
管
さ
れ
ま
す
。

 

地
籍
調
査
が
終
了
し
た
ら

◎
土
地
の
境
界
、
面
積
、
権
利
関

係
な
ど
が
明
確
に
な
り
ま
す
。

◎
農
林
事
業
や
道
路
整
備
な
ど
公

共
事
業
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
と

適
正
化
が
図
れ
ま
す
。

◎
農
業
経
営
の
引
き
継
ぎ
や
、
経

営
の
効
率
化
が
図
れ
る
な
ど
、

い
つ
で
も
活
用
で
き
ま
す
。

 

調
査
地
区
は

　

「
地
籍
調
査
」
は
、
土
地
一
筆

ご
と
に
境
界
を
確
認
し
な
が
ら
測

量
を
行
う
た
め
、
市
内
全
域
の
調

査
完
了
ま
で
に
は
と
て
も
長
い
時

間
と
多
額
の
経
費
が
か
か
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
年
度
ご
と
に
調
査
地

区
を
設
定
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
に
お
い
て
は
西
方

１８

の
一
部
、
大
佐
永
富
の
一
部
、
神

郷
油
野
の
一
部
、
哲
多
町
蚊
家
の

一
部
、
哲
西
町
大
竹
の
一
部
を
調

査
地
区
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
地

権
者
の
み
な
さ
ん
に
は
調
査
準
備

や
立
会
な
ど
で
ご
面
倒
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

維
持
管
理
課
国
土
調
査
係

　

（
�
�
６
１
３
１
）

市市税税の 納付は
便利な口座振替で

　口座振替を利用すると、自動的に指定する口

座から納付されるのでとても便利です。

■取扱金融機関

　中国銀行、備北信用金庫、トマト銀行、山陰

合同銀行、しまなみ信用金庫、中国労働金庫、

阿新農業協同組合、郵便局

■申込方法

　預金口座のある取扱金融機関などの窓口でお

申し込みください。

【申し込みに必要なもの】

○申込用紙（市内各金融機関、市役所本庁・各

支局に備え付けてあります。）

○納税通知書（納付書）、預金通帳、通帳の届出印

■問い合わせ先

　税務課収税係（��６１１６）

期別税目納期限

１期

全期

固定資産税・都市計画税

軽自動車税
５月３１日（水）

１期市県民税６月３０日（金）

２期

１期

固定資産税・都市計画税

国民健康保険税
７月３１日（月）

２期

２期

市県民税

国民健康保険税
８月３１日（木）

３期国民健康保険税１０月２日（月）

３期

４期

市県民税

国民健康保険税
１０月３１日（火）

５期国民健康保険税１１月３０日（木）

３期

６期

固定資産税・都市計画税

国民健康保険税
１２月２５日（月）

４期

７期

市県民税

国民健康保険税
１月３１日（水）

４期

８期

固定資産税・都市計画税

国民健康保険税
２月２８日（水）

９期国民健康保険税４月２日（月）

平成１８年度　市税納期一覧
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想
い
出
に
残
る

成
人
式
を
つ
く
ろ
う

平成18年度
新見市成人式

「
思
い
出
に
残
る
新
し
い
成
人
式
を
つ
く
り
あ
げ
た
い
」

成
人
式
、そ
れ
は
次
代
を
担
う
み
な
さ
ん
の　

歳
の
門
出
で
す
。

２０

そ
の
企
画
か
ら
式
典
の
運
営
ま
で
を
あ
な
た
の
手
で
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

ン
、
そ
の
他
の
演
出
や
記
念
品
な

ど
、
す
べ
て
を
実
行
委
員
会
が
自

ら
企
画
し
、
今
ま
で
に
な
い
新
し

い
感
覚
の
成
人
式
を
作
り
上
げ
ま

す
。
実
行
委
員
会
は
成
人
式
開
催

ま
で
、
必
要
に
応
じ
て
会
議
を
行

い
ま
す
。

　

実
行
委
員
と
し
て
ご
参
加
い
た

だ
け
る
人
を
、
年
齢
や
性
別
を
問

わ
ず
募
集
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

■
実
行
委
員
応
募
資
格

　

平
成　

年
度
新
見
市
成
人
式
対

１８

象
者
、
ま
た
は
市
内
在
住
の
人

■
募
集
人
数　
　

人
程
度

２０

■
募
集
期
間

　

４
月　

日
〜
５
月　

日

１６

１６

※
締
め
切
り
後
も
必
要
に
応
じ
て

随
時
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
方
法

　

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
生
年
月

日
、
電
話
番
号
を
ご
記
入
の
上
、

は
が
き
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
次
の

宛
先
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

【
は
が
き
】

　

〒
７
１
８
�
８
５
０
１

　

新
見
市
新
見
３
１
０
�
３

　

新
見
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
内
「
成
人
式
実
行
委
員
会
事

務
局
」

【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

　

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
６
１
２
０
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

（
�
�
６
１
４
７
）

　

新
見
市
の
成
人
式
は
、
昨
年
度

か
ら
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

企
画
・
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　

式
典
の
内
容
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

新
見
市
成
人
式
実
行
委
員
の
募
集

平成１８年度の
新見市成人式

　平成１９年１月２日�１４時

から開催する予定です。実行

委員会設立後、正式にご案内

いたします。

支局の宿直体制が
変わります

　５月１日から市役所各支局の夜間の宿直を

廃止します。夜間の電話については、市役所

本庁の宿直へおかけください。

国民年金保険料改正のおしらせ

　平成１８年４月から平成１９年３月までの国民

年金保険料は、従来より２８０円引き上げられ、

月額１万３,８６０円になります。

　平成１８年度の保険料を一括して前納すると、

現金払いでは２,９５０円の割引、口座振替では

３,４９０円の割引となります。

　また、毎月納付でも口座振替ならお得な早割

が選べます。通常の口座振替（当月保険料の翌

月末引落し）では定額料金ですが、口座振替を

早割（当月保険料の当月末引落し）にすると５０

円が割引になります。現金支払では、早期に納

付しても割引はありません。

■問い合わせ先

　岡山社会保険事務局高梁事務所

 （�０８６６－２１－０５７２）

　土・日・祝日の日直については、従来どお

り勤務します。

　市民のみなさんには、ご理解のほどよろし

くお願いします。

■問い合わせ先

　総務課総務係（��６２０４）

　大佐支局総務課（��２１１１）

　神郷支局総務課（��６１１１）

　哲多支局総務課（��２１１１）

　哲西支局総務課（��２１１１）

夜間の電話番号（��６１６１）
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愛 犬の登録と
狂犬病予防注射

　生後９１日以上の犬の飼い主は、狂犬病予防法

により、その犬についての登録と狂犬病予防注

射を受けることが義務づけられています。今年

は４月１１日�から巡回による登録と予防注射

を行います。　なお、予防注射の日程は飼い主の

みなさん宛に送付していますので、近くの会場

で必ず受けてください。

○現在、犬を飼っていない場合や、新しく飼い

始めた場合はご連絡ください。

○会場へはフンの後始末ができるよう準備して

きてください。

○会場内での犬同士の喧嘩などによる事故につ

いて、市では責任を持てませんので、会場へ

は必ず犬をコントロールできる人が連れてき

てください。

■対象　生後９１日以上の犬

■料金　登録料金　３,０００円（未登録の犬のみ）

　　　　注射料金　２,８００円

■問い合わせ先

　生活環境課環境保全係（��６１２４）

　大佐支局市民福祉課（��２１１２）

　神郷支局市民福祉課（��６１１２）

　哲多支局市民福祉課（��２１１２）

　哲西支局市民福祉課（��２１１２）

夢 ・ 出 逢 い ・御殿 町
にいみ端午の
節句まつり
　新見商店街のアーケードに鯉のぼりが泳ぎま

す。また、家庭で眠っている「五月人形」を集

めて展示を行います。ぜひご来場ください。

■会場

　太池邸・御殿町センター・新見商店街

　希望者は御殿町センターまでお申し込み

ください。

・五月人形はどんなものでも結構です。

・鯉のぼりは商店街に展示します。

・その他「端午の節句」にふさわしい展示

物があればご連絡ください。

・原則として会場への搬入展示は出展者で

行っていただきますが、無理な場合は主

催者で行います。

■問い合わせ先　御殿町センター（��６６６０）

ご家庭で眠っている五月人形・かぶと・

張り子の虎や鯉のぼりを出展してくだ

さい。

５月１日�～５日�
１０：００～１７：００

美しい湿原と伝統の美 し い 湿原と伝統の太鼓田植えを見に行こう太鼓田植えを見に行こう！！

第17回鯉が窪湿原まつり
道の駅「鯉が窪」周辺・鯉が窪湿原で開催

　第17回鯉が窪湿原まつりを開催します。多彩な

湿生植物を見ることができる春の鯉が窪湿原を散策

してみませんか。

　また、道の駅「鯉が窪」周辺の田んぼでは、今で

はめったに見ることができない、牛による農耕風景

や、田の神を讃え、秋の五穀豊穣を願い伝承されて

きた市無形文化財の「太鼓田植え」が披露されます。

　その他、特産品の販売なども行われますので、ご

家族お誘い合わせのうえご来場ください。

■問い合わせ先　哲西支局経済建設課（��２１１３）

 ５月３日（祝・水）
10：30～
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大
好
き
な
山
野
草
の
雪
割
草
、

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
、
山
芍

薬
、
大
文
字
草
な
ど
の
可
愛

い
花
を
見
て
い
る
と
元
気
が

出
ま
す
。
旅
行
も
大
好
き
で
、

気
の
合
う
友
達
と
色
々
な
所

に
花
を
見
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

愛
育
委
員
活
動
を
通
じ
て

学
ん
だ
多
く
の
事
を
生
か
し
、

こ
れ
か
ら
も
お
互
い
に
声
を

か
け
合
い
、
助
け
合
う
地
域

の
良
さ
を
生
き
甲
斐
と
し
て

仕
事
を
続
け
、
忙
し
く
て
も

楽
し
い
毎
日
を
過
ご
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

 小  林   弓 子   さん（６２歳）

こば やし ゆみ こ

神郷釜村
クリーニング店勤務

合
は
、
匿
名
の
扱
い
も
し
ま
す
。
そ
の

場
合
は
、
用
紙
下
の
匿
名
希
望
の
欄
の

「
は
い
」
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
所
、
氏
名
の
記
入
が
な
い

も
の
は
「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
し
ま

せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
お
便
り
で
つ
く

る
「
提
案
＆
お
便
り
」
コ
ー
ナ

ー
の
専
用
用
紙
を
今
月
号
に
添
付
し
て

い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て
の
提
案
や
市
政
に
つ
い
て

の
ア
イ
デ
ア
、
意
見
・
要
望
な
ど
を
お

寄
せ
い
た
だ
き
、
一
部
を
こ
の
コ
ー
ナ

ー
で
紹
介
し
ま
す
。
日
頃
の
く
ら
し
の

中
で
、
思
う
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
な

ど
で
も
結
構
で
す
。
気
軽
に
お
便
り
く

だ
さ
い
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
市
長
か
ら
回
答
い
た
し
ま
す
の
で
、

住
所
、
氏
名
は
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ

い
。「
市
報
に
い
み
」
に
掲
載
す
る
場

提
案
& 
お
便
り

●提案＆お便りの送り方
・今月号で配布した専用用紙また
は官製はがきに、①提案②住所
③氏名④年齢⑤電話番号を書い
てお送りください。
・専用用紙は、折りたたむと封書
になります。切手をはらずにポ
ストに入れてください。（来年３
月末まで使用できます）
・旧新見市で平成１６年度に配布し
た専用用紙は使用できませんの
で、ご注意ください。
・ファックス、電子メールでも受
け付けています。ファックス、
電子メールも「提案＆お便り」
係に届きます。

●送付先
　〒７１８－８５０１
　新見市新見３１０－３
　新見市役所企画課
　「提案＆お便り」係
・FAX　72－6243
・電子メール
　idea@city.niimi.okayama.jp

ご
意
見
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
農
業
の
傍
ら
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
の
集
配
を
始
め
て

　

年
、
神
郷
の
農
産
物
直
売

２０所
に
か
か
わ
り　

年
に
な
り

１０

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
仕
事
の
お
か
げ

で
、
地
域
の
幅
広
い
お
客
様

と
の
ふ
れ
あ
い
、
四
季
折
々

の
山
菜
の
保
存
法
や
料
理
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
知
恵
と
も

言
え
る
よ
う
な
薬
草
（
漢
方

薬
）
の
使
い
方
や
健
康
法
な

ど
も
教
わ
り
、
私
も
ま
た
他

の
人
に
教
え
て
あ
げ
て
喜
ば

れ
、
多
く
の
友
人
が
で
き
ま

し
た
。
ま
た
、
雪
が
解
け
て

『私の生き甲斐』
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 深  井   玲 華   さん（３６歳）

ふか い れい か

福岡県久留米市(哲西町畑木出身)
臨床心理士

か
け
て

く
だ
さ

っ
た
地
域
の
方
々

と
の
ふ
れ
あ
い

が
、
ど
れ
だ
け
大
き
く
温
か
く
私
を

包
ん
で
く
れ
て
い
て
、
支
え
、
そ
し
て

癒
し
て
く
れ
て
い
た
の
か
を
、
こ
う
し

て
故
郷
を
離
れ
、
人
の
心
に
接
す
る
仕
事
に

携
わ
っ
て
み
て
、
今
更
な
が
ら
に
気
づ
か
さ

れ
ま
す
。

　

帰
省
す
る
た
び
に
町
の
風
景
は
少
し
ず
つ

変
わ
っ
て
い
く
け
れ
ど
、
そ
の
ぬ
く
も
り
は

当
た
り
前
の
よ
う
に
変
わ
ら
ず
そ
こ
に
あ

り
、
私
を
迎
え
て
く
れ
る
故
郷
を
い
つ
ま
で

も
大
事
に
し
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で

す
。

こ
ん
に
ち
は
。
私
は
、
今
は
福
岡
県
久

留
米
市
の
精
神
科
の
病
院
で
、
臨
床

心
理
士
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

早
い
も
の
で
高
校
卒
業
後
、
哲
西
を
離
れ

て　

年
と
い
う
歳
月
が
い
つ
の
間
に
か
過
ぎ

１８
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
故
郷
で
過

ご
し
た
時
間
よ
り
も
、
故
郷
を
離
れ
て
過
ご

す
時
間
の
方
が
長
く
な
る
と
思
う
と
、
胸
に

こ
み
上
げ
て
く
る
も
の
を
感
じ
、
こ
う
し
て

便
り
を
書
き
な
が
ら
、
野
馳
小
、
哲
西
中
、

新
見
高
と
共
に
過
ご
し
た
同
級
生
一
人
ひ
と

り
の
顔
が
脳
裏
を
よ
ぎ
り
ま
す
。

　

哲
西
に
い
た
頃
は
都
会
の
生
活
に
憧
れ

て
、
味
気
な
い
も
の
に
見
え
て
い
た
山
々
の

木
々
や
町
並
み
の
風
景
、小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
、

草
木
の
香
り
、
学
校
帰
り
に
は
気
軽
に
声
を

第１３通

北

か

ら

南 か ら

　Well everyone, spring has finally arrived, and you 
all know what that means....it's hanami time!
　Back home in America, I didn't care much for the 
spring. To me, spring only meant lots of rain and lots 
of sneezing from all the pollen in the air. But since 
coming to Japan, I've found a new passion for the 
spring time. This is partly because the winters in 
Niimi are so terribly long that when the spring 
finally hits, it feels like heaven.
　The other reason is Japan's hanami tradition. In 
Iowa, we don't have any tree as beautiful as the 
cherry blossom, and we certainly don't have any 
kind of tradition for viewing the surroundings. This 
is something unique to Japan, which I love. 
　However, there's one thing I find very funny 
about "hanami" in Japan. Even though the whole 
idea of hanami is supposed to be "flower viewing," 
most people who go don't actually go to look at the 
flowers. They go to eat, drink, and party.
　Hey, sounds like my kind of tradition!  See you at 
Joyama! -Justin

★

Across
  Borders

国境を�
　こえて�

　ついに春がやってきましたね。みんなこの意味
わかるでしょ？そう、花見の季節です！
　アメリカでは春をあまり意識していませんでし
た。僕にとって春と言えば雨が多く、花粉症に悩
まされる時期なのです。でも日本に来て、この季
節について衝撃を受けました。新見の冬はとても
長く、ようやく春がやって来た時はまるで天国の
ような感じがします。
　そして、日本の花見の伝統。アイオワ州には桜
のように美しい木はないし、花見のように景色を
観賞することはありません。僕はこの日本のユニ
ークな伝統が好きです。
　でも、この“花見”で何よりも面白いと思った
ことが１つあります。花見の本当の意味は“花を
見ること”ですが、ほとんどの人は花を見ずに、
食べて、飲んでのパーティーを楽しんでいます。
　ねえ、これってなんだか僕のための伝統じゃな
いですか！それではみなさん城山でお会いしまし
ょう！
 ジャスティン

ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン 
フ
ァ
イ
フ
ァ
ー

ア
メ
リ
カ
・
ア
イ
オ
ワ
州
出
身
。

外
国
語
指
導
助
手
と
し
て
新
見
第
一

中
と
豊
永
中
に
勤
務
。
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漫才師の
島田洋七さんが語る
◆人権啓発講演会

　３月２５日、おおさ総合セン

ターで人権啓発講演会が開催

され、大勢の人が訪れまし

た。これは市民の人権意識の

高揚と、差別のない明るい社

会を築くことを目的としてい

るもので、講師に漫才師の島

田洋七さんを迎え、「人生楽

しくてあたりまえ」と題して

行われました。幼少の頃、個

性的な祖母に育てられた話

や、今の自分の家族の話に、

会場からは笑いが絶えません

でした。

洪水調節や水道用水の
確保などに期待
◆三室川ダム竣工式

　３月２３日、県が神郷油野地内に建設していた三

室川ダムの試験湛水が終わり、竣工式を迎えまし

た。この日は式典に続き、記念碑の除幕や記念植

樹が行われ、最後に石井正弘岡山県知事らによる

初の放水が行われました。この三室川ダムは、高

梁川水系三室川流域の洪水調節や水道用水の確

保、発電などに活用されます。



27 市報にいみ 第１３号April 2006

日頃の練習の成果を発揮
◆大佐文化協会発表会

　３月１８・１９日の両日、おおさ総合セ

ンターで「大佐文化協会発表会」が開

催されました。展示の部には、生け

花・盆栽・絵画・書・写真などが展示

され、見事な出来映えに訪れた人たち

は感心していました。また、１９日の午

後からは、大正琴・合唱・太鼓・日本

舞踊・バンド演奏などの演目が披露さ

れ、出演者は日頃の練習の成果を存分

に発揮していました。

新しい道に巣立つ
◆新見公立短大卒業式

　３月１８日、まなび広場にいみで新見

公立短大の卒業証書・修了証書授与式

が行われ、三学科と一専攻科の１８２人

のほか、保護者や恩師、在学生が出席

しました。各学科の代表者に卒業証書

が授与され、優秀学生に赤木孜一賞が

贈られました。卒業生たちは華やかな

袴やスーツ姿で、新見での想い出を胸

に母校に別れを告げました。

段飾りや
手作り雛などを展示
◆にいみ雛まつり

　３月１日から５日まで、新見商店街

で「にいみ雛まつり」が催されました。

これは地域活性化のために、にいみ御

殿町夢づくり実行委員会が昨年から開

いているもので、メイン会場の太池邸

や御殿町センターでは、市民から提供

された段飾りや手作り雛などが展示さ

れました。商店街を訪れていた人たち

は、散策を楽しみながら表情豊かな雛

人形に見入っていました。
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ら
く
る
緊
張
で
、
心
身
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
が
ち
に
な
り
ま
す
。

　

ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
よ
う
に
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
で
き
る
時
間
を
持
つ
よ
う
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
好
き
な
音
楽
を
聴
い
た
り
、

ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
し
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
ま
し
ょ
う
。

　

気
温
の
変
化
に 

　

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

　

桜
の
咲
く
頃
は
、
花
冷
え
と
い
っ
て
急

に
冷
え
込
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
ま
め
に
衣
服
な
ど
で
調
節
し
て
、
気

温
の
変
化
で
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

　

太
陽
の
光
を
浴
び
て 

　

生
体
リ
ズ
ム
を
整
え
ま
し
ょ
う

　

寝
覚
め
が
悪
く
な
り
が
ち
な
こ
の
季

節
。
睡
眠
の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
て
き
た
か

な
？
と
思
っ
た
ら
、
朝
に
太
陽
の
光
を
浴

び
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

私
た
ち
の
体
内
時
計
（
生
体
リ
ズ
ム
）

は
約　

時
間
周
期
に
な
っ
て
い
ま
す
。
実

２５

際
の
１
日
と
の
時
間
に
ズ
レ
が
あ
り
ま
す

が
、
こ
の
ズ
レ
を
調
節
し
て
い
る
の
が
、

メ
ラ
ト
ニ
ン
で
す
。

　

太
陽
の
光
が
血
液
中
の
メ
ラ
ト
ニ
ン

（
睡
眠
と
覚
醒
に
関
わ
る
ホ
ル
モ
ン
物
質
）

ココココココココココララララララララララムムムムムムムムムムコラム 春の健康

　

日
本
の
春
は
温
度
・
湿
度
と
も
睡
眠
に

は
快
適
な
上
、
寒
暖
の
変
化
で
心
身
の
バ

ラ
ン
ス
を
崩
し
や
す
く
疲
労
も
た
ま
り
や

す
い
た
め
、
朝
の
目
覚
め
が
悪
く
な
る
傾

向
が
よ
く
み
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
の
季
節

は
体
内
活
動
が
盛
ん
に
な
る
た
め
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
作
り
出
す
糖
質
の
代
謝
に
不
可

欠
な
ビ
タ
ミ
ン
B
１

な
ど
の
ビ
タ
ミ
ン
群

の
欠
乏
が
起
こ
り
や
す
く
な
る
こ
と
も
、

春
の
眠
た
さ
に
関
係
し
て
い
る
原
因
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
「
春
眠
暁
を
覚
え
ず
」
の
言
葉

ど
お
り
で
す
。

　

冬
の
運
動
不
足
か
ら 

　

脱
出
し
ま
し
ょ
う

　

寒
い
冬
は
ど
う
し
て
も
運
動
不
足
に
な

り
が
ち
で
す
。
暖
か
く
な
る
と
気
持
ち
よ

く
体
を
動
か
せ
る
よ
う
に
な
る
の
で
、
ス

ト
レ
ッ
チ
体
操
な
ど
で
縮
こ
ま
っ
て
い
る

筋
肉
を
伸
ば
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
始
め
て

み
る
の
も
よ
い
季
節
で
す
。

　

心
身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を 

　

心
が
け
ま
し
ょ
う

　

新
学
期
や
新
年
度
の
慣
れ
な
い
環
境
か

の
分
泌
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
い
る
の

で
、
朝
、
太
陽
の
光
を
浴
び
る
こ
と
に
よ

っ
て
睡
眠
が
終
わ
っ
た
こ
と
を
体
に
教

え
、生
体
リ
ズ
ム
を
調
整
し
て
く
れ
ま
す
。

目
覚
め
た
ら
す
ぐ
に
カ
ー
テ
ン
を
開
け
、

太
陽
の
光
を
浴
び
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ビ
タ
ミ
ン
を
多
く
含
ん
だ
食
品
で 

　

だ
る
さ
を
解
消
し
ま
し
ょ
う

　

緑
黄
色
野
菜
や
豆
類
、
牛
乳
な
ど
ビ
タ

ミ
ン
類
が
た
く
さ
ん
含
ま
れ
て
い
る
食
品

の
摂
取
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
健
康
づ
く
り
課

季
節
の
変
わ
り
目
は
、
人
の
体
や
心
に
、
そ
の
季
節
に

対
応
す
る
た
め
の
様
々
な
変
化
を
起
こ
し
ま
す
。

今
回
は
、
こ
の
よ
う
な
時
期
を
元
気
に
過
ご
す
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

●3歳児健康診査
対 象 児受付時間会　　　場曜日月　日

平成１4年９月生１３：００～１３：３０保健福祉センター火４月２５日

●献血
時　　間会　　　場曜日月　日

１０：００～１２：００新 見 商 工 会 議 所
水4月19日

１３：３０～１５：３０山村開発センター

※６５歳～６９歳の人は、６０歳～６４歳までの間に献血の経験が
ある人に限られます。
※身分確認ができる物を持参してください。
※詳細は新見市保健事業年間計画表を確認してください。
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検検検検検検検検検検診診診診診診診診診診検診
日日日日日日日日日日程程程程程程程程程程日程

休休休休休休休休休休日日日日日日日日日日休日
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

準準準準準準準準準準夜夜夜夜夜夜夜夜夜夜間間間間間間間間間間準夜間
診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療診療

診療時間はいずれも
午前9時から午後5時までです。

高尾高西町介護老人保健施設「くろかみ」内

新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

診 療 日：月～金曜日（祝祭日を除く）

診療時間：１９時～２１時　診療科目：内科、小児科

担当病院
４月２日（日）

新見市 新見中央病院 ��2110
真庭市 近藤病院（内・外） �0867-44-2671
真庭市 まつうら医院（内） �0867-42-5686
真庭市 さくもとクリニック（外） �0866-52-4833

４月９日（日）

新見市 太田病院 ��0214
真庭市 金田病院（内・外） �0867-52-1191
真庭市 谷田医院（外） �0867-66-3616

４月１６日（日）

新見市 渡辺病院 ��2123
真庭市 勝山病院（内・外） �0867-44-3161
真庭市 本山医院（内） �0867-52-1551

４月２３日（日）

新見市 長谷川紀念病院 ��3105
真庭市 落合病院（内・外） �0867-52-1133
真庭市 中井医院（内） �0867-44-4848

４月２９日（土）

新見市 渡辺病院 ��２１２３
真庭市 湯原温泉病院（内・外） �０８６７-６２-２２２１
真庭市 高田医院（外） �０８６７-５２-２２３３　

４月３０日（日）

新見市 太田病院 ��０２１４
真庭市 中山病院(内・外) �0867-42-0371
真庭市 宮島医院(内) �0867-44-2403
真庭市 廣恵医院(内) �0866-52-2403

内　科
高尾高西町・介護老人保健施設「くろかみ」内
新見市休日・準夜間診療所（��０３３４）

歯　科
新見水舟・市役所前
新見市休日歯科診療所（��８０８３）

●離乳食教室 今年度から離乳食教室の内容が変わります。
栄養士 と一緒に大人の食事から離乳食を作ったり、赤ちゃんと
一緒に会食ができるようになりました。ぜひ参加して楽しい離
乳食づくりや仲間づくりにお役立てください。

対 象 児時　間会　　場曜日月　日

平成17年４～１１月生１０：００～１３：００
（受付９：３０～）

保健福祉センター水
４月５日

平成17年５～１２月生５月１０日

対象者　５～１２か月までの乳児をもつ保護者（祖父母の参
加も可）

内　容　栄養士の話、調理実習、会食、座談会、身体測定
（希望者）、育児相談（希望者）

用意するもの　母子手帳、エプロン、三角巾、筆記用具、ベ
ビーカー、おんぶひも（可能な人）、参加費（２００円）

定　員　１５人（定員になり次第締め切り）
※参加を希望する人は、教室の１週間前までに健康づくり
課(��６１２９)までお申し込みください。
※できるだけ兄弟・姉妹の同伴はご遠慮ください。やむを
得ず同伴する場合は、申し込み時にお知らせください。

●ひよこクラス
時　　間会　　　場曜日月　日

１３：３０～１５：００保健福祉センター月4月10日

対象者　２歳未満の乳幼児をもつ保護者、妊婦さん
内　容　座談会
用意するもの　母子手帳

●小児科医師出前サロン
受付時間会　　　場曜日月　日

１３：４５～１４：００保健福祉センター木4月27日

対象者　乳幼児をもつ保護者、家族
内　容　講話、座談会、個別相談（希望者） 
講　師　岡山大学医学部　　小田　慈　教授

●乳児健康診査
対 象 児時　　間受付会場曜日月　日

平成１7年６月生１３：１５～１３：４５保健福祉センター火４月４日

※内科診療は１４：００からになります。

●1歳6 ヶ月児健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１6年９月生１３：００～１３：３０保健福祉センター火４月１１日

●2歳6 ヶ月児歯科健康診査
対 象 児受付時間会　　場曜日月　日

平成１5年９月生１３：００～１３：３０保健福祉センター火４月１８日
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こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ　

お
お
さ

in

　

新
見
公
立
短
期
大
学
幼
児
教
育

学
科
で
は
、
表
現
発
表
会
第
２
回

移
動
公
演
と
し
て
、「
こ
ど
も
フ
ェ

ス
タ　

お
お
さ
２
０
０
６
」
を
開

in

催
し
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
多
く
の
舞
台
を

観
て
も
ら
う
た
め
、
昨
年
度
か
ら

移
動
公
演
を
始
め
ま
し
た
。
劇
や

歌
・
手
遊
び
な
ど
で
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
子
さ
ま
を
対
象
と
し
た
催
し
で

す
が
、
大
人
の
人
も
楽
し
く
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
ご
家
族
お
そ
ろ

い
で
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

４
月　

日
�

１６

　
　

時　

分
〜　

時　

分

１４

３０

１５

３０

※
開
場
は　

時
１４

■
場
所

　

お
お
さ
総
合
セ
ン
タ
ー

■
内
容

・
劇
「
う
ら
し
ま
た
ろ
う
」

・
歌
「
ち
ょ
っ
と
な
つ
か
し
い
子

ど
も
の
歌
」

・
そ
の
他
、
手
遊
び
・
リ
ズ
ム
遊

　

び
な
ど

■
入
場
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

新
見
公
立
短
期
大
学

　

（
�
�
０
６
３
４
）

新
見
公
立
短
期
大
学 

介
護
技
術
講
習
会
受
講
者
募
集
中

　

介
護
技
術
講
習
を
全
て
受
講
し
、

最
終
日
に
行
う
総
合
評
価
で
課
程

修
了
の
認
定
を
受
け
れ
ば
、
申
請

に
よ
り
、
後
日
行
わ
れ
る
３
回
の

介
護
福
祉
国
家
試
験
の
実
技
試
験

が
免
除
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
講
習
日
程

①
８
月　

日
�

１９

　

８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１８

３０

②
８
月　

日
�

２０

　

８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１７

３０

③
８
月　

日
�

２６

　

８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１７

３０

④
８
月　

日
�

２７

　

８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１６

３０

■
場
所

　

新
見
公
立
短
期
大
学
１
号
館

　

第
１
介
護
実
習
室
・
講
義
室

■
申
込
期
間

　

４
月
３
日
〜　

日
１４

■
定
員　
　

人
４０

■
受
講
料　

６
万
円

※
受
講
決
定
通
知
後
は
、
原
則
と

し
て
返
還
で
き
ま
せ
ん
。

■
申
込
方
法

　

官
製
は
が
き
に
「
受
講
申
し
込

み
」
と
ご
記
入
の
上
、
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
（
日
中
連
絡

が
つ
く
電
話
番
号
）
を
記
入
し
、

新
見
公
立
短
期
大
学
宛
に
郵
送

し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
込
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合

に
は
抽
選
を
行
い
、
申
込
者
全
員

に
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
１
８
�
８
５
８
５　

新
見

　

市
西
方
１
２
６
３
�
２

　

新
見
公
立
短
期
大
学

　

（
�
�
０
６
３
４
）

御
殿
町
子
ど
も
マ
ス
釣
り
大
会

　

第　

回
御
殿
町
子
ど
も
マ
ス
釣

１７

り
大
会
は
、
川
に
親
し
み
な
が
ら

放
流
し
た
マ
ス
を
釣
る
子
ど
も
の

日
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　

大
物
賞
や
遠
来
賞
が
贈
ら
れ
る

ほ
か
、
ち
び
っ
こ
つ
か
み
取
り
大

会
も
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
う
ど
ん
や
飲
み
物
の
販

売
も
行
い
ま
す
の
で
、
ご
家
族
連

れ
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

■
日
時

　

５
月
５
日
�　
　

時
〜　

時

１０

１４

■
場
所

　

御
殿
町
セ
ン
タ
ー
裏
の
高
梁
川

　

（
金
谷
橋
周
辺
）

■
参
加
対
象

　

中
学
生
以
下

※
小
学
校
低
学
年
、
幼
児
は
必
ず

保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

■
参
加
費　

無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課
観
光
振
興
係

　

（
�
�
６
１
３
６
）

市
小
口
融
資
の
保
証
料
率
が 

変
わ
り
ま
す

　

中
小
企
業
信
用
保
険
法
の
改
正

に
伴
い
、
市
小
口
融
資
の
保
証
料

率
が
４
月
１
日
か
ら
変
更
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
ま
で
の
一
律
１
・
０
％
か
ら
、

企
業
の
経
営
状
況
に
応
じ
０
・
５

％
か
ら
１
・
７
６
％
の
間
で
、
約

０
・
２
％
刻
み
で
９
段
階
の
保
証

料
率
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

お
し
ら
せ

◆面　積　793.27km2

◆ひとのうごき（　）内は前月比較
　総人口　36,779人（－２０人）
　　　男　17,529人（－１人）
　　　女　19,250人（－１９人）
　出生…１６人　　転入…５４人
　死亡…３４人　　転出…５６人
　世帯数　12,801世帯（＋４８世帯）
　（平成１８年２月末日現在）

ままままままままままままままままままままちちちちちちちちちちちちちちちちちちちちののののののののののののののののののののすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすががががががががががががががががががががたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたまちのすがたままままままちちちちちちののののののすすすすすすががががががたたたたたたまちのすがた
■４月が納付期限のものは
　ありません

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料市税・保険料市市市市市市税税税税税税・・・・・・保保保保保保険険険険険険料料料料料料市税・保険料

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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な
お
、
変
更
後
の
保
証
料
率
は
、

新
た
に
市
小
口
融
資
を
利
用
す
る

人
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

　

（
�
�
６
１
３
７
）

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ

　

労
働
保
険
の
年
度
更
新
手
続
き

は
、
４
月
１
日
か
ら
５
月　

日
ま

２２

で
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
年
度
更
新
手
続
き
の
た

め
の
説
明
会
お
よ
び
相
談
受
付
会

を
県
下
各
地
で
開
催
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
労
働
保
険

　

毎
保
険
年
度
（
毎
年
４
月
１
日

か
ら
翌
年
３
月　

日
）
の
当
初
に

３１

概
算
（
見
込
額
）
で
申
告
納
付
し
、

翌
年
度
の
当
初
に
確
定
額
を
申
告

し
、
精
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

事
業
主
の
み
な
さ
ん
に
は
、
新

し
い
年
度
の
概
算
保
険
料
と
、
前

年
度
の
確
定
保
険
料
を
申
告
納
付

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
年
度
更
新
手
続
き
と
い
い

ま
す
。

■
申
告
・
納
期
限

　

平
成　

年
度
の
年
度
更
新
の
申

１８

告
・
納
期
限
は
５
月　

日
で
す
。

２２

　

な
お
、
概
算
保
険
料
は
３
回
に

分
け
て
分
納
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
分
納
で
き
る
基
準
額
は
決
ま

っ
て
い
ま
す
が
、
労
働
保
険
事
務

組
合
に
委
託
し
て
い
る
事
業
に
つ

い
て
は
、
概
算
保
険
料
に
か
か
わ

ら
ず
分
納
が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

岡
山
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

（
�
０
８
６
�
２
２
５
�
２
０
１
２
）

　

新
見
労
働
基
準
監
督
署

 
（
�
�
１
１
３
６
）

お
か
や
ま
木
の
住
ま
い
普
及
事
業

　

県
で
は
、
木
造
住
宅
の
普
及
促

進
、
品
質
の
安
定
し
た
県
産
乾
燥

材
の
積
極
的
な
使
用
の
推
進
、
県

産
材
の
需
要
拡
大
を
目
的
と
し
て
、

主
要
構
造
部
材
に
県
産
乾
燥
材
を

一
定
以
上
使
用
す
る
人
に
対
し
、

県
産
材
の
使
用
量
に
応
じ
て
助
成

を
行
い
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
備
中
県
民
局
新

見
支
局
森
林
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
対
象
住
宅

○
県
内
に
自
ら
居
住
す
る
た
め
に

建
築
す
る
新
築
の
一
戸
建
て
木

造
住
宅
（
建
売
住
宅
も
含
む
）

○
主
要
構
造
部
材
に
使
用
す
る
木

材
の
材
積
の
う
ち
乾
燥
材
の
使

用
率
が　

％
以
上
で
、
そ
れ
を

４０

含
む
県
産
材
を　

％
以
上
使
用

９０

す
る
こ
と

○
延
べ
床
面
積
が　

㎡
以
上
、
２

８０

０
０
㎡
以
下
の
住
宅

○
内
装
な
ど
に
県
産
材
を　

㎡

２０

以
上
使
用
す
る
こ
と

○
確
認
済
証
ま
た
は
建
築
工
事
届

が
４
月
１
日
以
降
の
住
宅

■
補
助
金
額

　

１
戸
当
た
り

　
　

万
円
、　

万
円
、　

万
円

３０

４０

５０

※
県
産
材
の
使
用
量
に
よ
る
。

■
申
込
時
期

　

４
月
１
日
か
ら

■
申
込
枠

　

県
下
で　

戸
（
先
着
順
）

２００

■
申
込
方
法

　

棟
上
げ　

日
前
ま
で
に
、
次
の

２０

書
類
を
建
築
地
を
管
轄
す
る
各

県
民
局
・
支
局
森
林
課
に
提
出

す
る
。

・
申
込
書

・
県
産
材
、
乾
燥
材
使
用
確
約
書

・
確
認
済
証
ま
た
は
建
築
工
事
届

　

の
写
し

・
住
宅
の
平
面
図

■
問
い
合
わ
せ
先

　

備
中
県
民
局
新
見
支
局
森
林
課

　

（
�
�
９
１
６
９
）

●こども映画会
　４月１５日�　１４：００～１４：３０

　　アニメ「ウルトラマンのシュワッチ宇宙

探検」

●こどもお楽しみ会
　４月２５日�　１５：００～１５：３０

　　映　画「ＴＶゲーム大冒険」

●ブックスタート
　４月４日�　乳児健康診査（９～１０か月）

　　　　　　　終了後

　　会場：保健福祉センター（金谷）

　　対象：乳児（平成１７年６月出生児）と保

護者

　　ブックスタートのメッセージを直接乳児

と保護者に伝えながら、絵本などが入った

ブックスタートパックをお渡しします。

■休館日

　３日・１０日・１７日・２４日・２８日・３０日

　※図書は１５冊まで貸出できるようになりま

した。

　※４月～６月までの間は、毎週火～土曜日

は１８時まで開館します。

●こども映画会
　４月８日�　１４：００～

　　アニメ「リロ アンド スティッチ２」

●おはなし会と工作
　４月２２日�　１４：００～

■休館日　なし

　※図書館利用者のための乳幼児一時あずか

りは、第１・第３火曜日の１０：００～１２：００

■休館日　毎週月曜日

■休館日　毎週木曜日・３１日

 新見図書館 ��2826

風広場 おおさ
図書コーナー　��2304

やまびこ広場神郷
図書コーナー　��6110

 哲西図書館 ��2110
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国
税
専
門
官
採
用
試
験

　

国
税
専
門
官
は
、
国
税
局
や
税

務
署
に
お
い
て
適
正
な
課
税
を
維

持
し
、
ま
た
租
税
収
入
を
確
保
す

る
た
め
、
税
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
と
し
て
法
律
、
経
済
、
会
計
な

ど
の
専
門
知
識
を
駆
使
し
て
事
務

を
行
い
ま
す
。

　

採
用
試
験
に
つ
い
て
、
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
受
験
資
格

・
昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭
和　

５４

６０

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降
生
ま

６０

れ
で
次
に
該
当
す
る
人

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平

成　

年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

１９
業
す
る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
の
該
当
者
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

■
受
付
期
間

　

４
月
３
日
�
〜　

日
�

１４

■
第
１
次
試
験

【
試
験
日
】

　

６
月　

日
�

１１

【
試
験
場
所
】

　

広
島
国
税
局
管
内
で
は
、
松
江

市
・
岡
山
市
・
広
島
市

※
合
格
発
表
は
７
月
４
日

■
第
２
次
試
験

【
試
験
日
】

　

７
月　

日
�
〜　

日
�
ま
で
の

２４

２７

第
１
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指

定
す
る
日

【
試
験
場
所
】

　

広
島
国
税
局
管
内
で
は
広
島
市

※
最
終
合
格
発
表
日
は
８
月　

日
２９

■
申
込
書
請
求
・
問
い
合
わ
せ
先

　

広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

研
修
係

　

（
�
０
８
２
�
２
２
１
�
９
２

１
１
）

　

新
見
税
務
署

　

（
�
�
０
９
５
１
）

ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー 

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
講
座

　

女
性
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

と
し
て
、
再
就
職
を
希
望
す
る
女

性
を
対
象
に
、
エ
ク
セ
ル
検
定
３

級
程
度
の
技
術
や
就
業
に
関
す
る

知
識
な
ど
を
習
得
す
る
講
座
を
行

い
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
期
間

　

５
月
９
日
�
〜
６
月　

日
�

１５

（
毎
週
火
〜
金
曜
日
の　

日
間
）

２３

　
　

時
〜　

時

１０

１６

■
場
所

　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）

　

西
日
本
電
子
計
算
学
院
第
１
ビ

ル
（
岡
山
市
駅
前
町
２
�
５
�

２
０
）

■
内
容

【
ス
キ
ル
編
】

　

パ
ソ
コ
ン
基
本
操
作
（
エ
ク
セ

ル
検
定
３
級
程
度
と
ワ
ー
ド
の

基
礎
）

【
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
編
】

　

働
く
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
セ
ミ
ナ
ー

■
受
講
料

　

無
料
（
教
材
費
は
実
費
負
担
）

■
定
員

　
　

人
（
選
考
に
よ
り
決
定
）

２８
■
応
募
資
格

　

結
婚
、
出
産
、
育
児
、
介
護
な

ど
で
い
っ
た
ん
仕
事
を
中
断
し
、

再
就
職
の
意
志
が
あ
る
女
性
で

講
座
終
了
後
す
ぐ
に
就
職
で
き

る
状
態
に
あ
り
、
全
期
間
受
講

で
き
る
こ
と

■
申
込
受
付

　

４
月　

日
�
〜　

日
�

１１

１４

　

９
時　

分
〜　

時　

分

３０

１６

３０

※
岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
へ
本
人
が
来
所
の
う
え
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

〒
７
０
０
�
０
８
２
１　

岡
山

市
中
山
下
１
�
８
�
４
５

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
ク
レ
ド
岡
山
ビ
ル　

階
１７

　

岡
山
県
男
女
共
同
参
画
推
進
セ

ン
タ
ー
（
ウ
ィ
ズ
セ
ン
タ
ー
）

　

（
�
０
８
６
�
２
３
５
�
３
３

０
７
）

岡
山
エ
コ
事
業
所
を
募
集
中

　

県
で
は
環
境
に
や
さ
し
い
企
業

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
廃
棄

物
の
排
出
抑
制
・
循
環
的
な
利
用

や
再
生
品
の
使
用
促
進
な
ど
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
所

を
「
岡
山
エ
コ
事
業
所
」
と
し
て

認
定
す
る
制
度
を
設
け
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

認
定
し
た
事
業
所
に
つ
い
て
は
、

認
定
証
と
認
定
プ
レ
ー
ト
を
交
付

す
る
と
と
も
に
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
新
聞
広
告
な
ど
の
広
報
媒

体
で
、
環
境
に
や
さ
し
い
企
業
と

し
て
紹
介
し
ま
す
。

■
部
門

①
廃
棄
物
の
排
出
の
抑
制
と
循
環

的
な
利
用
に
取
り
組
ん
で
い
る

「
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
事
業
所

部
門
」

②
再
生
品
の
購
入
・
使
用
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
「
一
般
事
業

所
部
門
」

③
再
生
品
や
詰
め
替
え
商
品
の
販

売
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る

「
小
売
店
部
門
」

■
対
象

　

県
内
の
事
業
所
ま
た
は
小
売
店

■
対
象
資
格

　

取
り
組
み
が
県
の
定
め
る
基
準

　

に
適
合
し
て
い
る
こ
と

■
問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
廃
棄
物
対
策
課

　

（
�
０
８
６
�
２
２
６
�
７
３

０
・h

ttp
：
//w
w
w
.p
re
f.o
k

a
y
a
m
a
.jp
/se
ik
a
tsu
/h
a
ik
i

b
u
tu
/h
a
ik
ib
u
tu
.h
tm

）

春の交通安全運動
　４月６日�から１５日�までの１０日間、春の交

通安全運動が全国一斉に実施されます。

　ドライバーはもちろん、市民一人ひとりが、

交通事故を起こさない、また、交通事故に遭わ

ないための安全な行動を心がけましょう。

最重点目標
◯子どもと高齢者の交通事故防止
重点目標
◯自転車の安全利用の推進
◯シートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
◯交差点における正しい通行の徹底

■問い合わせ先　生活環境課生活交通係（��６１２２）

運
動
の
重
点
目
標

4月6日～15日

�
�

�
�

�
�

�
�

�
�

�
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新見美術館開館１５周年記念　コレクション大公開パートⅢ

　

茶
道
は
古
く
は
茶
の
湯
と
呼
ば
れ
、
明
治
時
代
以
降
茶
道
と

い
う
呼
称
が
一
般
化
し
ま
し
た
。
茶
の
湯
と
は
本
来
抹
茶
を
飲

み
楽
し
む
こ
と
で
、
そ
れ
を
楽
し
む
た
め
に
、
お
茶
道
具
を
楽

し
む
工
芸
の
文
化
、
抹
茶
と
と
も
に
い
た
だ
く
和
菓
子
や
茶
懐

石
な
ど
の
食
文
化
、
さ
ら
に
茶
室
や
露
地
な
ど
の
住
ま
い
の
文

化
と
点
前
作
法
な
ど
、
様
々
な
生
活
文
化
が
発
達
し
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
大
公
開
の
第
３
弾
と
し
て
お
茶

道
具
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
水
指
、
茶
碗
、
釜
、
茶
杓
、
茶
入
、

棗
な
ど
の
名
品　

点
余
り
を

５５

紹
介
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
時
開
催
と
し
て
、

児
島
虎
次
郎
、
小
林
和
作
か

ら
笠
井
誠
一
、
小
杉
小
二
郎

ら
近
代
か
ら
現
在
活
躍
中
の

洋
画
家
作
品
も
併
せ
て
展
示

し
ま
す
。

土4/1
日2
月3
火4
●心配ごと相談  総合福祉センター  １０：００～１５：００
●心配ごと相談  哲多総合センター  ９：３０～１２：００
●心配ごと相談  萬歳市民センター  ９：３０～１２：００
●心配ごと相談  新砥市民センター  ９：３０～１２：００

水5

木6
●ひとり暮らし・高齢者の集い
　保健福祉センター (金谷)  １０：００～１５：００

金7

土8
日9
月10
火11
水12
 木 13

●交通事故相談  総合福祉センター  １０：００～１５：００ 金14
土15
日16
月17
火18
●心配ごと相談  総合福祉センター  １０：００～１５：００ 
●法律相談(要予約)
　総合福祉センター  １０：００～１５：００              
●合同相談  草間市民センター  １０：００～１２：００ 

水19

木20
金21
土22
●チャレンジ・ザ・カヌー
　正田・石蟹高梁川河原  １０：００～１５：００ 

日23

月24
火25
水26
木27
金28
土29
日30
●にいみ端午の節句まつり（５日まで）
  大池邸  １０：００～１７：００

月5/1

火2
●鯉が窪湿原まつり
　きらめき広場・哲西他  １０：３０～

水3

木4
●御殿町子どもマス釣り大会
　金谷橋周辺  １０：００～１４：００ 

金5

土6
●冒険カヌー川下りに挑戦！
　井倉洞付近高梁川河原  １０：００～１５：００ 

日7

近現代の日本洋画

■観覧料
一般…４００円　中高生…２５０円　小学生…１５０円
※ただし、市内の小中学生は無料

茶道具名品選

４月23日まで、新見市が本年度購入した平山郁
夫画伯作「薬師寺の夕」を特別公開しています。
この機会にぜひご来館ください。

（��７８５１）
休館日：月曜日

特別展�

4 ・ 5月 

新見美術館

４月２３日（日）まで開催

同時開催

十六代永楽善五郎
《仁清写雲錦茶碗》

4/28(金)～7/2(日)まで開催予定

「登下校、子どもを
 見守る１分間」
市民のみなさんの力をお貸しください ！

　市民のみなさんが、登下校中の子どもたちを見守り、
「おはよう」「お帰り」など、声かけをしていただくこ
とにより、子どもたちにとってさらに安全安心な地域
環境を築きあげることができます。ご協力よろしくお
願いします。
■問い合わせ先　教育委員会学校教育課（��6146）

行 事 予 定

～ 民  藝 運動を支えた 板  画 家たち～
みん げい はん が

長谷川富三郎と棟方志功展
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古紙パルプ配合率100％
再生紙を使用しています。

環境にやさしい大豆油インキ
を使用しています。

この印刷の一部には水質保全に有効な
水なし印刷方式を採用しています。

34

おお
たた

んん
じじょょ
ううびび

おおめめ
ででととうう！！

★5月号の「ハッピーバースデー」コ－ナ－に掲載希望の人は、4月17日までに企画課企画広報係（蕁煢６１１４）にご一報ください。

岡岡
おかおか

本本
もともと

  智智
ちち

菜菜
なな

美美
みみ

ちゃんちゃん
（足見／４・30生）（足見／４・30生）

安安
ああ

達達
だちだち

  陽陽
ひひ

菜菜
なな

ちゃんちゃん
（新見／４・２８生）（新見／４・２８生）

田田
たた

中中
なかなか

  蒼蒼
そうそう

真真
まま

ちゃんちゃん
（新見／４・２１生）（新見／４・２１生）

中中
なかなか

西西
にしにし

  将将
しょうごしょうご

伍伍ちゃんちゃん
（西方／４・１９生）（西方／４・１９生）

本
ほん

田
だ

 一
かず

真
ま

ちゃん
（哲西町大野部／４・１７生）

嘉
か な が

壽 千
ち

桜
お

ちゃん
（哲西町大竹／４・１６生）

福
ふく

田
だ

 翔
かけ

流
る

ちゃん
（神郷釜村／４・１０生）

𠮷
よし

尾
お

 心
ここ

花
な

ちゃん
（哲多町成松／４・６生）

杉
すぎ

井
い

　渉
あゆむ

ちゃん
（高尾／４・６生）

梶
かじ

原
はら

 愛
あい

菜
な

ちゃん
（大佐永富／４・５生）

定
さだ

岡
おか

 丈
じょういちろう

一朗ちゃん
（哲多町本郷／４・４生）

今
月
、
満
１
歳
に
な
る

今
月
、
満
１
歳
に
な
る

　　

  

子
ど
も
た
ち
で
す
。

子
ど
も
た
ち
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
元
気
で

こ
れ
か
ら
も
元
気
で

　
　

大
き
く
な
っ
て
ね

　
　

大
き
く
な
っ
て
ね
！！

★5月号の「ハッピーバースデー」コ－ナ－に掲載希望の人は、4月17日までに企画課企画広報係（蕁煢６１１４）にご一報ください。

こちら
編集室

●合併して１年がたちました。取材など
で広い市域を巡ると、今まで知らなかっ
た場所などにも行けて新しい発見があり
ます。今は桜の季節なので、城山公園の
桜の写真を撮る予定です。季節の花など
も記録してみたいので、市内でいつ頃ど
こに何の花が咲くのか、何か良い情報が
あればぜひ教えてください。

　３月 12 日、新見公立短大で、新見市
国際交流協会が主催する市民と外国人と
の交流イベント「国際交流ふれあいデイ」
が開催されました。この日は市内の企業
に勤務する外国人や、学校で英語を教え
ているＡＬＴ（外国語指導助手）など約
80 人が参加。ドッヂビーやキンボール
といったニュースポーツで、汗を流しな
がら楽しく交流しました。

平成１８年４月１日　No.１３

■編集／新見市報道委員会

■発行／新見市
　〒７１８－８５０１
　新見市新見３１０－３
　新見市総務企画部企画課
　☎煢 6114

■ホームページ
http://www.city.niimi.okayama.jp/

携帯電話でもご覧になれます

今月の表紙

●国際交流ふれあいデイ●国際交流ふれあいデイ


